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外国人従事者育成のための
指導者テキスト
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建築物衛生管理員会は、この度、外国人技能実習生や特定技能外国
人の増加に伴う指導者の補助教材として、「外国人従事者育成の

ための指導者テキスト」を発刊しました。
　本テキストは、昨年度から新規開講した講習会「外国人指導者養成
講習会」で使用した資料を元にテキストに編集したものです。
　内容は、全８章からなる清掃の心得、基礎、各資機材の解説、労働
災害の注意点等、初心者に伝えやすい内容がまとめられており、付録
として、ビルクリーニング技能検定基礎級の試験で必要となる基本作
業や同検定随時３級の科目内容を写
真付きで分かりやすく解説しており
ます。
　外国人従事者を雇用されている企
業の方は是非ご活用ください。

令和元年度に建築物衛生管理委員会、調査研究小委
員会が行った、針刺し事故に関する実態調査アン

ケート報告書と清掃ロボットに関する報告書がそれぞれ
発表された。
　報告書は4月上旬に会員に配付するとともに、協会HP
上でも閲覧が可能となっている。
　針刺し事故に関する実態調査アンケート報告書では、
空港やデパート等を中心に増加している、注射針の不法
廃棄の実態や実際の事故事例が掲載されているため、ぜ

ひ社内の研修資料等でも活用いただき、業界全体の針刺
し事故の防止に努めていただきたい。
　清掃ロボットに関する報告書については、平成30年
度発行の報告書と同様に、特別支援学校での活用調査を
実施した。
　また、オフィスビル（カーペット床）の清掃ロボット
導入チェックシートを作成したので、ぜひ合わせてご一
読いただき、人手不足対策の一案としてご参考頂きた
い。

チェックシート

外国人従事者指導用テキストを発刊！

建築物衛生管理委員会の報告書が完成
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CLIP BOARD

　第５回ボウリング大会が２月２１日（金）王子サン

スクエアボウルで開催された。参加者は８社３０名で

あった。

　開催にあたり新型コロナウイルスの対策について

検討のうえ、今回はゲームと表彰式のみ実施しパーテ

ィーは中止とした。開会は１８時。厚生委員によるルー

ル説明、１０分程度の練習後、ゲームを開始した。

　感染症予防のため、ハイタッチを禁止しグータッチ

のみ、参加者はマスク着用だったが、楽しくプレイし

懇親を深めた。

　 ゲーム 終了後、パーティー会 場 を 借りて表 彰 式

を行い、チームとしての順位賞の他に、男女個人優勝

が表彰された。

　チーム順位は、優勝が千代田装備㈱Ｂチーム、準

優勝が日本クリーン㈱、３位がティ・オーオー㈱。男子

個人優勝は京王設備サービス㈱の楠本淳太氏、女子

個人優勝は㈱サンアメニティの小林やよい氏。惜しく

も順位賞を逃したチームには参加賞が渡された。

順位 会社名 HDCP スコア
優 勝 千代田装備㈱　Ｂチーム 320 873

準優勝 日本クリーン㈱ 192 870

3 位 ティ・オーオー㈱ 176 851

第5回
ボウリング大会の実施報告

■ 開催日　令和２年２月２１日（金）
■ 場　所　王子サンスクエアボウル

▲チーム優勝　千代田装備㈱　Ｂチーム

▲女子個人優勝
　㈱サンアメニティ　
　小林やよい氏

▲男子個人優勝
　京王設備サービス㈱　
　楠本淳太氏
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外国人従事者指導用テキストを発刊！
建築物衛生管理委員会の報告書が完成



　
平
成
31
年
4
月
1
日
よ
り
人
手
不
足
が
深
刻
な
産
業
分
野
に
お
い
て

「
特
定
技
能
」で
の
新
た
な
外
国
人
材
の
受
入
れ
が
可
能
と
な
っ
た
。ビ

ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
も
そ
の
1
つ
の
分
野
で
あ
り
、外
国
人
労
働
者
の
雇
用

機
会
が
増
え
て
く
る
。

　
外
国
人
労
働
者
の
雇
用
管
理
を
行
う
上
で
の
注
意
点
や
、こ
れ
か
ら

の
外
国
人
雇
用
の
展
望
な
ど
を
2
名
の
講
師
を
迎
え
講
演
を
行
っ
た
。

本
稿
は
そ
の
講
演
内
容
を
ま
と
め
た
も
の
で
、事
業
戦
略
や
人
事
戦
略
に

ご
活
用
頂
き
た
い
。

6

外
国
人
労
働
者
の

適
正
な
雇
用
と

今
後
の
展
望

外
国
人
労
働
者
の

適
正
な
雇
用
と

今
後
の
展
望

警視庁組織犯罪対策総務課　
警視 

 　　　　　　秋保弘徳  氏

第2部
外国人の適正雇用に
向けた近年の傾向と対策

（公社）全国ビルメンテナンス協会
事業推進部　次長 

 　　　　　　下平智子  氏

第1部
特定技能制度の概要と
進捗
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特　集 外国人労働者の適正な雇用と今後の展望

特
定
技
能
制
度
と
は

　

特
定
技
能
制
度
は
、
人
手
不
足
に
対
応

し
て
つ
く
ら
れ
た
新
た
な
在
留
資
格
に
な

り
ま
す
。
対
し
て
技
能
実
習
制
度
は
、
開

発
途
上
地
域
へ
の
国
際
貢
献
、
国
際
協
力

を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
。
技
術
移
転
を

目
的
に
し
て
い
ま
す
の
で
、
定
期
的
に
検

定
試
験
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
た
が
っ
て
技
能
実
習
は
、
労
働
力
の
需

給
の
調
整
手
段
と
し
て
行
っ
て
は
な
ら
な

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
定
技
能
制
度
は
、

労
働
力
の
調
整
の
手
段
と
し
て
活
用
で
き

ま
す
の
で
、
在
留
資
格
を
取
得
す
れ
ば
、

通
算
5
年
間
働
く
こ
と
が
で
き
る
制
度
で

す
。

　

在
留
資
格
「
特
定
技
能
」
は
、
以
下
の

2
種
類
が
あ
り
ま
す
。

特
定
技
能
1
号

　

特
定
産
業
分
野
に
属
す
る
相
当
程
度
の

知
識
又
は
経
験
を
必
要
と
す
る
技
能
を
要

す
る
業
務
に
従
事
す
る
外
国
人
向
け
の
在

留
資
格
（
※
こ
れ
は
、
相
当
期
間
の
実
務

経
験
等
を
要
す
る
技
能
で
、
特
段
の
育
成
・

訓
練
を
受
け
る
こ
と
な
く
直
ち
に
一
定
程

度
の
業
務
を
遂
行
で
き
る
水
準
の
も
の
と

さ
れ
て
い
ま
す
。）

特定技能制度の
概要と進捗
特定技能制度の
概要と進捗

第1部
（公社）
全国ビルメンテナンス協会
事業推進部　次長 

 　　　下平智子  氏
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も
う
一
つ
が
職
種
ご
と
の
評
価
試
験
と

日
本
語
能
力
試
験
の
2
つ
に
合
格
し
て
特

定
技
能
の
資
格
を
得
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
技
能
を
評
価
す

る
試
験
は
、
主
に
日
本
で
行
う
試
験
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
外
国
で
行
う
試
験
に
分
か
れ

て
お
り
ま
す
。

　

日
本
で
は
令
和
元
年
11
月
に
第
1
回
の

試
験
を
（
公
社
）
全
国
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
協
会
が
実
施
す
る
「
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
分
野
特
定
技
能
１
号
評
価
試
験
」
を
ビ

ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
館
を
皮
切
り
に
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
国
内
試
験
の
受
験
資

格
は
、
年
齢
が
17
歳
以
上
の
中
長
期
在
留

者
、
在
留
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
方
で
、

主
に
留
学
生
の
方
々
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

過
去
に
中
長
期
在
留
者
と
し
て
在
留
し
て

い
た
方
で
、
過
去
の
留
学
生
や
実
習
生
の

方
々
が
、
観
光
ビ
ザ
で
日
本
に
来
て
試
験

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

特
定
技
能
の
取
得
条
件
は

２
通
り
あ
り
ま
す
。

・
技
能
実
習
２
号
を
修
了
す
る

・
特
定
技
能
評
価
試
験
と
日
本
語

　
試
験
に
合
格
す
る

　

技
能
実
習
制
度
を
3
年
も
し
く
は
5
年

間
修
了
し
た
方
は
、
試
験
が
免
除
さ
れ
書

類
上
の
手
続
だ
け
で
特
定
技
能
1
号
に
な

れ
ま
す
。
5
年
間
技
能
実
習
生
と
し
て
在

留
し
て
い
る
方
が
特
定
技
能
へ
切
り
換
え

る
と
、
10
年
間
日
本
で
働
く
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

⑤
電
気
・
電
子
情
報
関
連
産
業
　

⑥
建
設
　

⑦
造
船
・
舶
用
工
業 

⑧
自
動
車
整
備
　

⑨
航
空
　

⑩
宿
泊
　

⑪
農
業
　

⑫
漁
業
　

⑬
飲
食
料
品
製
造
業
　

⑭
外
食
業

※
特
定
技
能
1
号
は
14
分
野
で
受
入
れ
可
。

2
分
野
（
⑥
建
設　

⑦
造
船
・
舶
用
工
業
）

の
み
特
定
技
能
2
号
の
受
入
れ
可

特
定
技
能
2
号

　

特
定
産
業
分
野
に
属
す
る
熟
練
し
た
技

能
を
要
す
る
業
務
に
従
事
す
る
外
国
人
向

け
の
在
留
資
格

特
定
技
能
外
国
人
を

受
け
入
れ
ら
れ
る
14
分
野

①
介
護
　

②
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
　

③
素
形
材
産
業
　

④
産
業
機
械
製
造
業
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特　集 外国人労働者の適正な雇用と今後の展望

　

し
か
し
外
国
で
の
試
験
が
進
ま
な
い
状

況
で
、
特
定
技
能
の
外
国
人
が
増
え
な
い

と
い
う
こ
と
か
ら
令
和
２
年
４
月
１
日
以

降
の
国
内
試
験
か
ら
受
験
資
格
が
拡
大
さ

れ
「
在
留
資
格
を
有
す
る
者
」
で
あ
れ
ば

一
律
に
受
験
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
は
過
去
に
中
長
期
日
本
に
在

留
し
て
い
な
く
て
も
、
短
期
ビ
ザ
で
日
本

に
来
て
試
験
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の

評
価
試
験
で
は
令
和
2
年
秋
頃
に
実
施
予

定
の
国
内
試
験
を
新
し
い
受
験
資
格
で
ス

タ
ー
ト
さ
せ
る
予
定
で
す
。
受
験
手
数
料

は
2
2
0
0
円　

合
格
証
明
書
発
行
手
数

料
は
1
万
4
3
0
0
円
と
な
り
ま
す
。

（
合
格
証
明
書
の
申
請
は
、
合
格
者
と
雇
用

契
約
を
締
結
し
た
企
業
が
行
い
ま
す
。）

試
験
内
容
と
実
施
状
況

　

令
和
元
年
11
月
実
施
の
第
1
回
国
内
試

験
で
は
、
申
込
者
３
８
３
名
の
う
ち
、
受

験
者
が
２
９
５
名
、
合
格
者
が
２
０
４
名

で
し
た
。
12
月
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
実
施
し

た
試
験
で
は
募
集
定
員
２
０
０
名
に
対
し
、

す
ぐ
に
３
０
０
名
の
応
募
が
あ
り
急
遽
締

め
切
り
ま
し
た
。
合
格
し
た
方
が
１
１
３

名
で
他
の
分
野
に
比
べ
る
と
高
い
合
格
率

で
し
た
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
2
月
28
日
か
ら
3
月
1

日
の
３
日
間
実
施
し
、
３
０
０
名
の
定
員

に
対
し
て
３
５
０
名
の
お
申
込
み
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
で
試
験
が
で
き
る
か
ど
う
か
視
察
の

計
画
し
て
お
り
ま
す
。
ベ
ト
ナ
ム
も
出
国

ル
ー
ル
等
の
政
府
間
で
の
調
整
が
つ
け
ば

視
察
の
計
画
を
し
て
い
ま
す
。ミ
ャ
ン
マ
ー

に
お
い
て
は
年
2
回
の
試
験
実
施
を
目
指

し
ま
す
。
ネ
パ
ー
ル
・
ス
リ
ラ
ン
カ
・
ウ

ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
・
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
等
の

候
補
も
あ
り
ま
す
が
、
順
次
、
委
員
会
で

検
討
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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（判断試験の過去問）

「
特
定
技
能
所
属
機
関（
受
け
入

れ
機
関
）」と「
登
録
支
援
機
関
」

　

特
定
技
能
で
は
企
業
（
受
け
入
れ
機
関
）

が
外
国
人
と
直
接
雇
用
契
約
を
結
び
ま
す
。

外
国
人
は
所
属
す
る
機
関
（
企
業
）
は
一

つ
と
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
定
技
能
の
場

合
に
は
、
基
本
的
に
手
続
き
を
企
業
（
受

け
入
れ
機
関
）
で
や
っ
て
い
た
だ
き
ま
す

が
、
国
が
認
め
た
登
録
支
援
機
関
に
業
務

委
託
が
で
き
ま
す
。
外
国
人
の
採
用
方
法

や
試
験
対
策
、
教
材
の
ご
相
談
な
ど
全
国

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
の
関
連
団
体
に

「
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
外
国
人
材
受
入
支
援

セ
ン
タ
ー
」
を
設
け
て
お
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
活
用
く
だ
さ
い
。
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特　集 外国人労働者の適正な雇用と今後の展望

訪
日
外
国
人
と
外
国
人

労
働
者
雇
用
の
推
移

　

訪
日
外
国
人
の
推
移
は
、
ご
承
知
の

通
り
、
外
国
人
の
旅
行
者
や
外
国
人
の

労
働
者
が
日
本
に
多
く
訪
れ
て
い
る
関

係
で
、
平
成
30
年
は
３
１
１
９
万
人
、
令

和
２
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
に
は

４
０
０
０
万
人
の
訪
日
外
国
人
が
来
日
す

る
と
予
想
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
10

年
後
の
令
和
12
年
に
は
6
0
0
0
万
人
と

い
う
ほ
と
ん
ど
日
本
の
人
口
と
変
わ
ら
な

く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う

訪
日
外
国
人
数
の
予
想
も
あ
り
ま
す
。

　

外
国
人
労
働
者
の
雇
用
の
現
況
は
ア

ル
バ
イ
ト
も
含
め
平
成
30
年
に
全
国
で

1
4
6
万
人
、
う
ち
東
京
都
で
は
43
万
人

で
少
子
高
齢

化
と
人
口
減

少
が
要
因
で

こ
ち
ら
も
増

加
傾
向
で

す
。

外
国
人
の
犯
罪

　

日
本
を
訪
れ
る
外
国
人
が
増
え
る
と
、

外
国
人
に
よ
る
犯
罪
の
増
加
も
懸
念
さ
れ

ま
す
。
こ
れ
に
は
外
国
人
自
身
が
知
ら
な

い
間
に
罪
を
犯
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
あ

り
ま
す
。「
犯
罪
収
益
移
転
防
止
法
」
は

皆
様
に
身
近
な
問
題
の
特
殊
詐
欺
、
振
り

込
め
詐
欺
に
よ
り
制
定
さ
れ
た
法
律
で
す
。

通
帳
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
、
携
帯
電
話

は
有
償
無
償
で
譲
渡
で
き
ま
せ
ん
が
外
国

人
は
知
り
ま
せ
ん
。
対
策
と
し
て
留
学
生

外国人の適正雇用に
向けた近年の傾向と対策
外国人の適正雇用に
向けた近年の傾向と対策

第2部
警視庁　
組織犯罪対策総務課　
警視 

　　　秋保弘徳  氏

図 1

図 2

図 3
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や
技
能
実
習
生
に
学
校
等
で
生
活
ル
ー
ル

を
含
め
た
講
習
会
を
行
っ
て
お
り
、
犯
罪

件
数
は
減
少
傾
向
と
な
っ
て
お
り
、
指
導

啓
発
の
効
果
が
出
始
め
て
い
ま
す
。

　

図
4
は
不
法
残
留
者
の
推
移
で
す
。
平

成
17
年
は
20
万
人
を
超
え
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
26
年
ま
で
に
約
１
／
４
ま
で
に
減
少

し
ま
し
た
。
し
か
し
近
年
の
訪
日
外
国
人

の
増
加
に
よ
り
、
不
法
残
留
者
の
数
が
増

加
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
海
外
で
は

偽
造
さ
れ
た
公
文
書
も
多
く
虚
偽
の
申
請

も
増
加
し
て
い
ま
す
。
警
察
の
取
締
ま
り

対
象
で
検
挙
は
し
て
い
ま
す
が
、
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
不
法
入
国
者
と
不
法
残
留

者
の
ほ
と
ん
ど
が
就
労
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、不
良
外
国
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

や
外
国
人
犯
罪
者
集
団
の
形
成
に
つ
な
が

る
要
因
と
も
な
り
得
る
た
め
、
治
安
上
の

重
大
な
脅
威
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

外
国
人
雇
用
時
の
注
意
点

　

外
国
人
を
雇
用
さ
れ
る
企
業
で
は
、
採

用
の
際
に
必
ず
在
留
カ
ー
ド
を
現
物
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
人
材
派
遣
会
社

に
委
託
し
て
い
る
場
合
で
も
注
意
す
べ
き

こ
と
は
、派
遣
会
社
で
面
接
や
身
分
チ
ェ
ッ

ク
を
行
っ
て
い
て
も
、
職
場
に
は
他
人
に

な
り
す
ま
し
て
来
て
い
る
可
能
性
も
あ
り

ま
す
の
で
二
重
チ
ェ
ッ
ク
の
意
味
で
在
留

カ
ー
ド
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

在
留
カ
ー
ド
を
確
認
す
る
際
に
多
く
の

方
は
、
在
留
資
格
や
在
留
期
限
に
問
題
が

な
い
か
を
見
る
と
思
い
ま
す
が
、
今
回
は

「
資
格
外
活
動
許
可
」
と
「
偽
造
在
留
カ
ー

ド
」
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

「
資
格
外
活
動
許
可
」

　
「
資
格
外
活
動
許
可
」
に
つ
い
て
は
主
に

留
学
生
の
場
合
で
す
が
、在
留
資
格
が
「
留

学
」
だ
け
で
は
就
労
す
る
こ
と
は
認
め
ら

れ
て
お
ら
ず
資
格
外
活
動
の
許
可
を
取
る

こ
と
で
、
週
28
時
間
以
内
の
就
労
が
認
め

ら
れ
、
在
留
カ
ー
ド
の
裏
面
に
「
原
則
週

28
時
間
以
内
・
風
俗
営
業
等
の
従
事
を
除

く
」
と
表
記
さ
れ
ま
す
の
で
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。

図 4図 5

図 7 図 6
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特　集 外国人労働者の適正な雇用と今後の展望

　

こ
こ
で
注
意
点
あ
り
、
週
28
時
間
を
超

え
て
オ
ー
バ
ー
ワ
ー
ク
を
す
る
留
学
生
に

つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
令
和
元
年
10
月
あ

た
り
か
ら
出
入
国
在
留
管
理
庁
（
平
成
31

年
4
月
か
ら
入
国
管
理
局
が
出
入
国
在
留

管
理
庁
と
な
り
ま
し
た
）
が
厳
し
く
取
り

締
ま
り
を
し
て
い
ま
す
。
オ
ー
バ
ー
ワ
ー

ク
を
し
て
い
る
留
学
生
は
不
法
就
労
に
あ

た
り
、
日
本
語
学
校
等
に
対
し
て
名
指
し

で
通
報
を
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
雇
用
者

側
も
罰
則
の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
外

国
人
留
学
生
を
雇
用
し
た
ら
労
働
時
間
の

管
理
を
し
っ
か
り
と
行
う
こ
と
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
ダ
ブ
ル
ワ
ー
ク
を
し
て
い
る

場
合
に
雇
用
側
は
、
そ
の
有
無
の
確
認
と

他
で
の
労
働
時
間
の
報
告
を
徹
底
さ
せ
、

立
証
で
き
る
証
明
資
料
の
保
管
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

他
に
は
、
留
学
生
の
中
に
も
就
労
目
的

で
在
留
資
格
を
取
得
す
る
者
が
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
留
学
生
は
入
学
し
て
1
カ
月

以
内
に
学
校
か
ら
所
在
不
明
と
な
っ
て
し

ま
い
、
近
年
増
え
て
い
ま
す
。
当
然
「
資

格
外
活
動
許
可
」
も
取
っ
て
皆
様
の
企
業

に
も
働
き
に
く

る
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
の

で
、
学
校
へ
の

在
籍
照
会
を
お

願
い
し
て
い
ま

す
。
留
学
生
の

場
合
は
、
学
校
を
や
め
る
と
自
動
的
に
資

格
外
活
動
許
可
は
取
消
さ
れ
ま
す
の
で
、

２
～
３
カ
月
に
１
度
の
照
会
が
適
当
で
す
。

学
校
側
は
個
人
情
報
に
関
わ
る
住
所
や
電

話
番
号
は
教
え
て
く
れ
ま
せ
ん
の
で
、「
学

校
を
や
め
て
い
た
ら
雇
う
こ
と
は
で
き
な

い
の
で
協
力
し
て
い
た
だ
け
ま
す
か
」「
学

校
に
在
籍
し
て
い
る
か
、
い
な
い
か
だ
け

回
答
く
だ
さ
い
」「
在
籍
証
明
書
を
発
行
し

て
く
だ
さ
い
」
等
と
言
っ
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
こ
と
は
学
校
側
に
も
協
力
要
請
し
て

お
り
ま
す
。
そ
し
て
も
し
「
や
め
て
い
ま

す
」
と
言
わ
れ
た
ら
本
人
に
「
学
校
を
や

め
た
の
で
雇
え
ま
せ
ん
」と
は
っ
き
り
言
っ

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
日
本
語
学
校
か
ら
大

学
や
専
門
学
校
に
進
学
す
る
留
学
生
が
４

月
以
降
も
働
か
せ
て
欲
し
い
と
言
っ
て「
入

学
許
可
証
」
を
見
せ
て
く
る
場
合
は
、
必

ず
「
学
生
証
」
の
確
認
も
お
願
い
し
ま
す
。

中
に
は
入
学
を
辞
退
し
て
し
ま
う
留
学
生

も
い
ま
す
の
で
「
新
学
期
に
な
っ
た
ら
、

必
ず
在
留
カ
ー
ド
と
学
生
証
を
持
っ
て
き

て
く
だ
さ
い
」
と
言
っ
て
身
分
確
認
を
お

願
い
し
ま
す
。

「
偽
造
在
留
カ
ー
ド
」

　

次
に
「
偽
造
在
留
カ
ー
ド
」
に
つ
い
て

説
明
し
ま
す
。
令
和
元
年
に
東
京
都
内
で

偽
造
在
留
カ
ー
ド
所
持
等
の
検
挙
数
が

２
３
３
件
で
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
は
氷
山
の
一
角
で
す
。
皆
様
の
と
こ

ろ
に
も
、
偽
造
在
留
カ
ー
ド
を
持
っ
た
外

国
人
が
来
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
、
本

物
と
偽
物
と
の
見
分
け
方
を
４
つ
の
ポ
イ

ン
ト
で
説
明
し
ま
す
。

　

在
留
カ
ー
ド
の
番
号
を
照
会
し
て
、
本

物
か
偽
物
か
見
分
け
る
こ
と
は
信
用
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。
偽
造
在
留
カ
ー
ド
と
い

う
の
は
、
同
じ
番
号
が
何
枚
も
存
在
し
ま

す
。
こ
れ
は
偽
造
在
留
カ
ー
ド
を
作
る
際

に
留
学
生
や
技
能
実
習
生
か
ら
カ
ー
ド
の

コ
ピ
ー
や
S
N
S
に
載
せ
て
い
る
デ
ー
タ

を
盗
ん
で
氏
名
や
生
年
月
日
を
変
更
し
て

い
る
だ
け
な
の
で
す
。

　

見
分
け
る
１
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
実

際
の
在
留
カ
ー
ド
を
手
に
取
り
上
下
に
傾

け
る
と
カ
ー
ド
の
左
端
が
ピ
ン
ク
色
に
変

化
し
ま
す
。
偽
造
し
た
カ
ー
ド
は
変
化
し

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

２
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
カ
ー
ド
を
傾

け
る
と
中
央
下
付
近
の
「
M
O
J
」
の
文

字
の
周
囲
の
絵
柄
が
ピ
ン
ク
→
ゴ
ー
ル
ド

→
グ
リ
ー
ン
の
３
色
に
変
化
し
ま
す
。
偽

造
し
た
カ
ー
ド
は
変
化
し
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

３
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
顔
写
真
下
の

ホ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
見
る
角
度
を
90
度
変
え

る
と
文
字
の
白
黒
が
反
転
し
ま
す
。
偽
造

カ
ー
ド
は
、
変
化
し
な
い
か
反
転
す
る
画
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像
が
不
鮮
明
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

４
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
カ
ー
ド
を
左

右
に
傾
け
る
と
中
央
付
近
の
「
M
O
J
」

の
ホ
ロ
グ
ラ
ム
が
３
D
的
に
左
右
に
動
き

ま
す
。
偽
造
カ
ー
ド
は
、
ホ
ロ
グ
ラ
ム
の

変
化
が
不
鮮
明
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

以
上
の
4
つ
の
見
る
ポ
イ
ン
ト
を
確
認

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
皆
様
に
も
本
物
か

偽
物
か
見
分
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

不
法
就
労
者
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い

て
雇
用
し
た
場
合
は
雇
用
側
も
処
罰
さ
れ

ま
す
。
偽
物
で
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
は

「
後
日
ま
た
連
絡
し
ま
す
の
で
、
連
絡
を

待
っ
て
い
て
く
だ
さ
い
」
と
面
談
の
際
は
、

氏
名
、
現
住
所
、
生
年
月
日
、
連
絡
先
を

聞
い
て
、
そ
の
場
は
帰
し
て
く
だ
さ
い
。

決
し
て
「
偽
造
在
留
カ
ー
ド
で
は
な
い
で

す
か
」
と
問
い
た
だ
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

そ
の
場
で
暴
れ
て
、
皆
様
の
安
全
を
脅
か

す
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
帰
っ
た
後
に
事

業
所
の
管
轄
す
る
警
察
署
ま
た
は
出
入
国

在
留
管
理
庁
に
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

技
能
実
習
生
の
保
護

　

平
成
29
年
年
11
月
に
「
技
能
実
習
法
」

が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
外
国
人
技
能
実
習

制
度
は
、
日
本
で
学
ん
だ
技
能
、
技
術
な

ど
を
開
発
途
上
国
に
移
転
し
国
際
貢
献
す

る
こ
と
が
目
的
で
す
が
、
不
当
に
低
い
賃

金
や
賃
金
の
未
払
い
、
長
時
間
労
働
、
パ

ス
ポ
ー
ト
の
取
り
上
げ
な
ど
様
々
な
問
題

が
起
き
て
い
ま
す
。
技
能
実
習
生
の
保
護

の
た
め
、
技
能
実
習
の
強
制
、
違
約
金
設

定
、
パ
ス
ポ
ー
ト
や
在
留
カ
ー
ド
の
保
管

な
ど
を
禁
止
し
、
こ
れ
に
違
反
し
た
場
合

の
罰
則
を
定
め
て
い
ま
す
。
言
葉
が
分
か

ら
な
い
か
ら
と
実
習
生
に
対
し
て
の
暴
力
、

パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
セ
ク
シ
ュ
ア
ル

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
が
行
わ
れ
る
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
。
在
留
カ
ー
ド
を
保
管
し
て

い
た
会
社
に
理
由
を
聞
く
と
「
失
く
し
た

ら
困
る
か
ら
」
答
え
ま
し
た
が
、
明
ら
か

に
違
法
で
す
。
パ
ス
ポ
ー
ト
や
在
留
カ
ー

ド
、
給
料
の
振
り
込
み
の
預
金
通
帳
ま
で

預
か
っ
て
い
る
酷
い
会
社
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
は
も
ち
ろ
ん
個
人
で
携
帯
す
る
も

の
で
、
失
く
す
か
ら
等
の
理
由
で
会
社
が

預
か
る
と
い
っ
た
よ
う
な
こ
と
は
絶
対
に

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

適
正
な
雇
用
と
責
任

　

　

都
内
で
も
ホ
テ
ル
で
不
法
就
労
の
外
国

人
労
働
者
を
客
室
清
掃
員
と
し
て
働
か
せ

た
と
し
て
「
不
法
就
労
助
長
罪
（
不
法
就

労
を
手
助
け
す
る
行
為
）」
の
罪
に
問
わ
れ

た
会
社
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

面
談
時
に
、
偽
造
在
留
カ
ー
ド
を
提
示
し

て
い
る
か
、
身
分
確
認
さ
え
も
さ
れ
て
お

ら
ず
、
不
法
就
労
だ
と
知
ら
な
か
っ
た
と

し
て
も
在
留
カ
ー
ド
の
確
認
を
怠
り
、
過

失
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
処
罰
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

　

そ
し
て
刑
罰
を
科
せ
ら
れ
る
だ
け
で
な

く
、
社
会
的
制
裁
を
も
受
け
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
マ
ス
コ
ミ
は
不
法
就
労
者
を
雇

用
し
て
罪
に
問
わ
れ
た
会
社
名
だ
け
を
報

道
し
た
り
は
し
ま
せ
ん
。
ニ
ュ
ー
ス
を
大

き
く
し
注
目
さ
せ
る
た
め
に
、
清
掃
業
務

を
委
託
し
た
ホ
テ
ル
ま
で
調
べ
て
報
道
し

ま
す
の
で
、
委
託
先
企
業
の
イ
メ
ー
ジ
ダ

ウ
ン
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
そ
う
な
る
と

契
約
上
の
問
題
ま
で
発
展
す
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
の
で
、
た
か
が
人
一
人
を
雇
う

事
だ
と
軽
く
考
え
ず
に
、
特
に
外
国
人
の

場
合
は
適
正
な
雇
用
を
お
願
い
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関
連
し
て

社
会
的
に
注
目
さ
れ
て
い
る
業
界
で
あ
り
、

な
お
さ
ら
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
が
要
求
さ
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東京都ろうどう110番（東京都）
　　　　　･･･0570－006110
新宿外国人雇用支援・指導センター（厚生労働省）
　　　　　･･･03－3204－8609
東京外国人雇用サービスセンター（厚生労働省）

　　　　　･･･03－5339－8625

相　談　窓　口

特　集 外国人労働者の適正な雇用と今後の展望

れ
不
祥
事
は
企
業
の
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
に

直
結
し
ま
す
。

特
定
技
能
外
国
人
の

転
職
に
つ
い
て

　

特
定
技
能
の
外
国
人
労
働
者
は
今
年
の

夏
以
降
か
ら
徐
々
に
増
え
だ
し
て
く
る
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
特
定
技
能

の
場
合
は
同
業
種
で
の
転
職
が
可
能
に
な

り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
資
格
を
取
得
し
た
区

分
以
外
の
業
種
で
は
就
労
は
で
き
ま
せ
ん
。

例
え
ば
介
護
の
分
野
で
資
格
を
取
得
し
た

特
定
技
能
の
外
国
人
が
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
分
野
に
は
転
職
で
き
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。「
特
定
活
動
の
指
定
書
」
で
ど
の
産

業
分
野
に
属
す
る
か
を
確
認
で
き
ま
す
の

で
、
特
定
技
能
で
の
採
用
の
際
に
は
「
在

留
カ
ー
ド
」
と
「
特
定
活
動
の
指
定
書
」

で
産
業
分
野
の
区
分
ま
で
確
認
を
し
て
、

転
職
の
受
入
れ
を
お
願
い
し
ま
す
。
た
だ

産
業
分
野
の
区
分
を
２
つ
以
上
有
し
て
い

る
外
国
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

外
国
人
在
留
マ
ニ
ュ
ア
ル

　

こ
れ
か
ら
受
入
れ
を
し
て
い
く
特
定
技

能
の
外
国
人
労
働
者
は
、
日
本
の
文
化
や

ル
ー
ル
を
ほ
と
ん
ど
知
ら
ず
に
来
ま
す
。

日
本
の
法
律
も
分
か
ら
ず
、
前
述
し
た
よ

う
な
犯
罪
収
益
移
転
防
止
法
の
違
反
を
し

て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

警
察
と
し
て
は
、
外
国
人
労
働
者
を
犯

罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
の
無
い
よ
う
に
、

「
外
国
人
在
留
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
東
京
都
と

共
同
で
製
作
し
ま
し
た
。
16
言
語
が
あ
り

ま
す
。

　

主
に
留
学
生
向
け
に
作
っ
て
お
り
ま
す

が
、
特
定
技
能
で
来
ら
れ
る
外
国
人
の
方

に
も
十
分
活
用
で
き
ま
す
。
生
活
ル
ー
ル
、

交
通
ル
ー
ル
、
万
引
き
や
自
転
車
の
窃
盗

を
し
て
は
い
け
な
い
な
ど
詳
し
く
説
明
し

て
い
ま
す
。
全
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
と
れ
な
く
て
も
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
込
め
ば
自
国
語
で
説

明
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

雇
用
者
側
の
皆
様
に
も
ご
活
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「外国人在留マニュアル」
https://www.keishicho.metro.tokyo.jp/
kurashi/anzen/tekiseikoyo.files/qr.pdf
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公益社団法人  東京ビルメンテナンス協会

第101回

理 事 会 報 告
令和2年度事業計画・予算を承認

■日時：令和２年３月３日（火）午後３時～午後３時53分
■会場：ビルメンテナンス会館4階会議室
■理事・監事数　　理事21名、監事３名
■出席者　　　　　理事20名、監事３名

■審議事項
第１号議案　継続入会の承認について
　　　　　　正会員　株式会社東京ビル装美
第２号議案　オリンピック支援積立預金の使途について
第３号議案　令和２年度事業計画について
第４号議案　令和２年度予算について
第５号議案　令和２年度資金調達及び設備投資の見込みについて

１　
会
長
あ
い
さ
つ　
佐
々
木
会
長

　

第
１
０
１
回
理
事
会
を
開
催
す
る
。
本
日
の
１
０
１

回
か
ら
ま
た
先
の
50
回
、
１
０
０
回
と
つ
な
げ
て
い
け

る
よ
う
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
収
束
の
気
配
が
な
く
、
政

府
か
ら
国
民
に
対
す
る
様
々
な
要
請
が
出
て
い
る
。
学

校
が
全
国
的
に
臨
時
休
校
に
入
っ
て
お
り
、
様
々
な
形

で
社
会
や
経
済
活
動
に
影
響
が
出
て
い
る
。
未
知
の
ウ

イ
ル
ス
と
い
う
こ
と
で
な
か
な
か
厳
し
い
状
況
に
あ
る

が
、
一
時
も
早
く
特
効
薬
が
開
発
さ
れ
、
収
束
の
方
向

に
向
か
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
い
る
。

　

3
月
中
に
開
催
予
定
で
あ
っ
た
当
協
会
の
セ
ミ
ナ
ー

や
講
習
会
に
つ
い
て
も
、
緊
急
を
要
す
る
も
の
以
外
は

中
止
す
る
こ
と
を
決
め
た
が
、
４
月
以
降
の
様
々
な
日

程
に
つ
い
て
も
、
感
染
の
状
況
を
的
確
に
判
断
し
た
上

で
、
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。

　

中
国
の
習
近
平
国
家
主
席
の
来
日
も
延
期
に
な
っ
た

が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
の
最
終

判
断
が
い
つ
に
な
る
の
か
が
現
在
の
最
大
の
問
題
と

な
っ
て
お
り
、
大
変
心
配
し
て
い
る
。

２　
審
議
事
項

第
１
号
議
案　
継
続
入
会
の
承
認
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
総
務
委
員
長

正
会
員　
株
式
会
社 

東
京
ビ
ル
装
美

　
　

正
会
員
1
社
の
継
続
入
会
の
承
認
に
つ
い
て
提
案

が
あ
り
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

■
提
案
説
明

　

㈱ 

東
京
ビ
ル
装
美
は
、
昭
和
39
年
か
ら
正
会
員
で

あ
っ
た
株
式
会
社
石
川
ビ
ル
美
装
か
ら
昭
和
45
年
に

分
離
し
て
設
立
さ
れ
た
会
社
で
あ
る
。
長
年
、
両
社

の
代
表
を
兼
務
し
て
い
た
石
川
輝
夫
氏
の
死
去
に
伴

い
、
こ
の
3
月
を
も
っ
て
株
式
会
社
石
川
ビ
ル
美
装

の
社
員
及
び
業
務
を
株
式
会
社
東
京
ビ
ル
装
美
に
継

承
す
る
と
の
こ
と
で
、
継
続
入
会
の
申
込
が
あ
っ
た
。

　

総
務
委
員
会
と
し
て
、
同
社
か
ら
提
出
さ
れ
た
書

類
の
精
査
や
、
過
去
の
協
会
対
応
を
勘
案
し
て
審
査　
　

し
、
継
続
入
会
に
問
題
な
い
と
判
断
し
た
。

第
２
号
議
案　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
支
援
積
立
預
金
の
使
途
に
つ
い
て

　
佐
々
木
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
対
応
特
別
委
員
長

　

佐
々
木
特
別
委
員
長
か
ら
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
支
援

積
立
預
金
の
使
途
に
つ
い
て
提
案
が
行
わ
れ
、
全
会

一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

■
提
案
説
明

　

積
立
金
の
使
途
に
つ
い
て
、
当
協
会
の
主
務
官
庁

で
あ
る
東
京
都
と
相
談
を
進
め
て
き
た
が
、
公
益
社

団
法
人
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
る
事
業
の
う
ち
「
共

Photo:菜の花
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益
事
業
」
の
中
の
「
そ
の
他
の
公
益
事
業
」
と
し
て
、

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
等
の
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
を
、
施
設
管

理
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト
し
た
各
社
の
経
験
を
今
後
の
ビ

ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
の
発
展
に
生
か
す
た
め
、
施
設

管
理
の
様
子
等
を
発
表
す
る
事
業
報
告
会
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
参
加
・
協
力
し
た
各
社
の
表
彰
等
を

行
う
」
事
業
を
行
い
た
い
。
こ
の
事
業
で
は
、
さ
ら

に
記
念
品
や
記
念
冊
子
を
作
成
・
配
付
を
行
う
こ
と

も
想
定
し
て
い
る
。
予
算
に
つ
い
て
は
、オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
支
援
積
立
預
金
か
ら
１
５
０
０
万
円
取
り
崩
し
て

措
置
す
る
。

第
3
号
議
案　
令
和
２
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鷲
見
事
務
局
長

　

令
和
2
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て
2
月
理
事
会
提

案
か
ら
の
変
更
点
を
中
心
に
提
案
説
明
が
行
わ
れ
、

全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

■
提
案
説
明
（
前
回
提
案
か
ら
の
変
更
点
）

①
「
犯
罪
の
防
止
・
治
安
の
維
持
、
災
害
の
防
止
に

関
す
る
事
業
」
の
「
調
査
研
究
」（
警
備
・
防
災
業

務
に
関
す
る
実
態
調
査
）
を
「
公
益
目
的
事
業
」

か
ら
「
共
益
事
業
」
に
移
す
。

②
「
そ
の
他
の
公
益
目
的
事
業
」
の
「
障
害
者
支
援

事
業
」
で
東
京
都
教
育
庁
受
託
事
業
の
内
容
が
「
Ｄ

Ｖ
Ｄ
等
の
製
作
」
に
決
定
し
た
た
め
、
そ
の
旨
を

記
載
し
た
。

③　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大

会
支
援
事
業
の
内
容
が

「
事
業
報
告
会
等
の
実

施
」
決
定
し
た
た
め
、

そ
の
旨
を
記
載
し
た
。

第
4
号
議
案　
令
和
２
年
度
予
算
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
達
財
務
委
員
長

　

令
和
2
年
度
予
算
に
つ
い
て
2
月
理
事
会
提
案
か

ら
の
変
更
点
を
中
心
に
提
案
説
明
が
行
わ
れ
、
全
会

一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

■
提
案
説
明
（
前
回
提
案
か
ら
の
変
更
点
）

①
「
建
築
設
備
機
器
の
事
故
の
防
止
に
関
す
る
事
業

費
」
の
「
テ
キ
ス
ト
等
制
作
」
が
、
５
３
５
万
円

か
ら
50
万
増
加
し
て
５
８
５
万
円
と
な
っ
た
。
理

由
は
、「
設
備
点
検
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
白
黒
か
ら
カ

ラ
ー
刷
り
に
変
更
す
る
た
め
で
あ
る
。

②
「
収
益
等
そ
の
他
の
事
業
費
」
の
「
ビ
ル
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
会
館
管
理
運
営
事
業
」
で
あ
る
が
、

６
８
０
４
万
円
と
い
う
こ
と
で
、
６
３
９
４
万
円

か
ら
４
１
０
万
円
増
加
し
た
。
理
由
は
主
に
二
つ

で
、
第
一
は
、
喫
煙
専
用
室
設
置
に
伴
う
仕
様
が

確
定
し
、
吸
塵
機
の
保
守
管
理
費
が
年
間
39
万
円

か
か
る
こ
と
が
判
明
し
た
と
こ
と
。
次
に
、
4
階

会
議
室
は
3
つ
の
部
屋
に
区
分
で
き
る
仕
様
と

な
っ
て
い
る
が
、
音
響
設
備
が
1
系
統
で
あ
る
た

め
1
つ
の
部
屋
で
マ
イ
ク
を
使
用
す
る
と
他
の
部

屋
に
も
音
声
が
流
れ
る
た
め
、
新
た
に
音
響
設
備

の
工
事
を
行
う
必
要
が
あ
り
、
３
７
０
万
円
を
計

上
し
た
こ
と
で
あ
る
。

③
「
収
益
等
そ
の
他
の
事
業
費
」
の
「
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
支
援
事
業
」

は
、「
事
業
報
告
会
等
の
実
施
」
と
事
業
名
を
変

更
し
、
金
額
も
２
５
０
０
万
円
か
ら
１
５
０
０
万

円
に
１
０
０
０
万
円
減
額
し
た
。
関
連
し
て
、

「
投
資
活
動
収
入
」
の
中
の
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

支
援
積
立
預
金
取
崩
収
入
」
は
２
５
０
０
万
円

で
、
２
５
０
０
万
積
立
金
を
全
額
取
り
崩
し
て

１
５
０
０
万
を
支
出
す
る
こ
と
に
な
る
。

④
「
管
理
費
」
の
「
給
料
手
当
」
が
７
７
０
０
万
で
、

前
回
の
７
９
１
０
万
円
か
ら
２
１
０
万
減
額
し
た

が
、
理
由
は
、
職
員
給
与
額
を
再
精
査
し
た
結
果

で
あ
る
。

⑤　

以
上
の
修
正
の
結
果
、「
経
常
費
用
計
」
が

3
億
４
６
５
１
万
円
、「
正
味
財
産
期
末
残
高
」
が

10
憶
７
２
０
３
万
円
に
変
更
と
な
っ
た
。

⑥　

予
算
案
変
更
後
の
「
令
和
2
年
度
予
算
案
と
公

益
法
人
財
務
基
準
」
で
あ
る
が
、
公
益
事
業
比
率

は
59
・
４
％
に
増
え
、
収
支
相
償
は
、
引
き
続
き

経
常
費
用
が
経
常
収
益
を
上
回
っ
て
い
る
。
ま
た
、

遊
休
財
産
保
有
制
限
額
2
億
６
４
７
万
円
に
対
し
、

遊
休
財
産
額
は
1
億
３
８
３
２
万
円
と
な
る
。
こ

の
結
果
、
修
正
後
の
令
和
2
年
度
予
算
に
お
い
て

も
、
公
益
法
人
の
財
務
基
準
は
全
て
充
た
し
て
い

る
。

第
5
号
議
案　
令
和
２
年
度
資
金
調
達
及
び

設
備
投
資
の
見
込
み
に
つ
い
て　
安
達
財
務
委
員
長

　

資
金
調
達
と
設
備
投
資
の
見
込
み
に
つ
い
て
提
案

説
明
が
行
わ
れ
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

■
提
案
説
明

　

資
金
調
達
と
設
備
投
資
の
見
込
み
に
つ
い
て
は
、

従
来
、
予
算
提
案
の
中
で
説
明
し
て
い
た
が
、
東
京

都
か
ら
、
単
独
の
議
題
と
し
て
議
決
す
る
よ
う
指
導

が
あ
り
、
今
回
付
議
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

ま
ず
、
資
金
調
達
で
あ
る
が
、
融
資
等
を
受
け
る

必
要
の
な
い
健
全
な
財
政
状
態
で
す
の
で
、
現
状
、

資
金
調
達
の
計
画
は
な
い
。
ま
た
、
設
備
投
資
で
あ

る
が
、
１
０
０
万
円
以
上
の
会
館
工
事
7
件
、
合
計

３
２
１
０
万
円
と
な
る
。
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３　
報
告
事
項

⑴　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
事
業
の

　
　
対
応　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
会
長

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
は
、
感

染
源
や
感
染
経
路
が
判
明
し
て
い
な
い
症
例
が
増
加

し
、
2
月
25
日
、
政
府
か
ら
基
本
方
針
が
示
さ
れ
、

翌
26
日
に
は
、
行
事
の
中
止
や
延
期
、
規
模
縮
小
な

ど
の
要
請
が
出
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
2
月

27
日
、
3
月
末
ま
で
の
期
間
、
会
員
の
業
務
に
影
響

が
大
き
い
新
任
・
現
任
警
備
員
教
育
及
び
清
掃
従
事

者
研
修
を
除
き
、
講
習
会
・
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
を
中

止
又
は
延
期
す
る
こ
と
を
会
員
に
通
知
し
た
。

　

さ
ら
に
、
3
月
2
日
に
は
、
東
京
防
災
救
急
協
会

か
ら
、
新
任
警
備
員
教
育
へ
の
応
急
救
命
講
師
の
派

遣
見
合
わ
せ
の
連
絡
が
あ
っ
た
た
め
、
追
加
措
置
と

し
て
、
当
初
3
月
中
旬
以
降
に
予
定
し
て
い
た
2
回

の
新
任
警
備
員
講
習
も
中
止
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

そ
の
他
の
各
委
員
会
に
つ
い
て
も
、
緊
急
性
の
な

い
場
合
は
開
催
を
中
止
ま
た
は
延
期
す
る
。

　

一
方
、
予
定
ど
お
り
開
催
す
る
講
習
会
に
つ
い
て

は
、
講
師
や
受
講
者
の
手
洗
い
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
等

の
感
染
対
策
の
徹
底
、
発
熱
等
の
症
状
が
見
ら
れ
る

場
合
の
参
加
自
粛
等
の
呼

び
か
け
を
積
極
的
に
行

う
。

　

4
月
以
降
の
対
応
に
つ

い
て
は
、
今
後
の
動
向
を

見
極
め
、
3
月
中
旬
以
降

に
改
め
て
三
役
に
て
協
議

し
決
定
し
た
い
。

⑵　
全
国
協
会
報
告　
　
佐
々
木
東
京
地
区
本
部
長

ア　
２
０
１
９
年
度
に
全
国
協
会
・

　
　
全
国
政
連
が
要
望
し
た
内
容
に
対
す
る
回
答

　

全
国
協
会
で
は
、
毎
年
、
全
国
政
治
連
盟
と
連
携

し
て
、
自
由
民
主
党
や
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
議
員
連

盟
を
通
じ
て
国
に
対
す
る
要
望
活
動
を
行
っ
て
い
る

が
、
要
望
事
項
に
対
す
る
1
年
間
の
活
動
結
果
と
し

て
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
議
員
連
盟
か
ら
回
答
書
が

届
い
て
い
る
。

　

要
望
事
項
1
で
は
、
国
土
交
通
省
が
改
正
し
て
発

出
す
る「
発
注
関
係
事
務
の
運
用
に
関
す
る
指
針
」に
、

厚
生
労
働
省
が
関
係
省
庁
等
に
既
に
発
出
し
た
「
ビ

ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
に
係
る
発
注
関
係
事
務
の
運
用

に
関
す
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
明
記
し
て
ほ
し
い
と
要

望
し
て
い
た
が
、
今
回
、
国
土
交
通
省
指
針
の
「
工

事
完
成
後
」
の
項
目
に
付
さ
れ
た
注
記
に
明
記
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
他
、
厚
生
労
働
省
か
ら
保

全
業
務
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
の
共
催
や
、
社
会

保
険
適
用
拡
大
に
伴
う
助
成
金
の
新
設
等
を
前
向
き

に
検
討
す
る
と
い
う
回
答
を
得
て
い
る
。

　

全
国
協
会
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
全
国
政
連
、
ビ
ル

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
議
員
連
盟
と
と
も
に
業
界
の
諸
課
題

解
決
に
向
け
て
要
望
活
動
を
進
め
た
い
。

⑶　
委
員
会
報
告

ア　
労
務
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
島
田
委
員
長

①　
働
き
方
改
革
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
製
作

　

働
き
方
改
革
関
連
法
が
２
０
１
８
年
に
成
立

し
、
２
０
１
９
年
よ
り
施
行
さ
れ
、
業
界
各
社

の
中
で
も
、
積
極
的
に
対
応
が
進
ん
で
い
る
と

こ
ろ
も
あ
れ
ば
、
ま
だ
ま
だ
未
対
応
と
い
う
企

業
も
非
常
に
多
い
と
聞
い
て
い
る
。
森
井
担
当

理
事
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
現
場
当
事
者
で
も

分
か
る
、
す
っ
き
り
と
見
や
す
い
形
の
Ｑ
＆
Ａ

形
式
に
し
た
働
き
方
改
革
の
解
説
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
し
た
。
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
は
、

特
に
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
と
有
給
休
暇
の

取
得
義
務
に
絞
っ
て
解
説
を
し
て
お
り
、
こ
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
、
業
界
各
社
の
本
社
ス
タ
ッ

フ
を
は
じ
め
現
場
従
事
者
が
今
回
の
法
改
正
の

理
解
の
た
め
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

②　

健
康
経
営
と
高
年
齢
労
働
者
活
用
セ
ミ

ナ
ー
の
実
施
報
告

　

2
月
21
日
に
、
健
康
経
営
と
高
年
齢
労
働
者

の
活
用
促
進
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。

参
加
人
数
は
31
名
22
社
で
あ
っ
た
。
人
手
不
足

時
代
に
従
業
員
等
へ
の
健
康
へ
の
投
資
を
行
う

こ
と
は
、
従
業
員
の
活
力
向
上
や
生
産
性
の
向

上
等
の
組
織
の
活
性
化
を
も
た
ら
す
と
期
待
さ

れ
て
い
る
中
、
特
に
高
年
齢
労
働
者
の
健
康
促

進
と
安
全
確
保
に
向
け
た
ポ
イ
ン
ト
を
お
話
し

い
た
だ
い
た
。

　

講
義
は
非
常
に
分
か
り
や
す
く
、
参
加
者
か

ら
も
参
考
に
な
っ
た
と
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

得
て
い
る
。

イ　
厚
生
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
野
口
副
会
長

①　
第
52
回
東
京
都
交
響
楽
団
演
奏
会
特
別
招

待
募
集

　

4
月
の
演
奏
会
は
現
在
の
と
こ
ろ
開
催
予
定
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の
た
め
、
演
奏
会
招
待
の
募
集
を
行
う
。
演
奏

会
は
4
月
21
日
（
火
）、
会
場
は
東
京
文
化
会
館

で
、
招
待
数
は
15
組
30
名
で
あ
る
。
な
お
、
3

月
9
日
の
第
51
回
演
奏
会
が
中
止
と
な
っ
た
た

め
、
3
月
当
選
者
10
組
は
、
希
望
者
を
4
月
演

奏
会
に
振
り
替
え
、
残
り
を
抽
選
と
す
る
。

②　
第
２
０
３
回
ゴ
ル
フ
大
会
の
開
催

　

5
月
20
日（
水
）、茨
城
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
西
コ
ー

ス
に
お
い
て
開
催
す
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
状
況
に
よ
っ
て
は
日
程
を
変
更

す
る
。

③　
第
５
回
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
の
実
施
報
告

　

2
月
21
日
（
金
）
18
時
よ
り
、
王
子
サ
ン
ス

ク
エ
ア
ボ
ウ
ル
で
開
催
し
た
。
ゲ
ー
ム
と
表
彰

式
は
予
定
ど
お
り
実
施
し
、
感
染
症
予
防
の
た

め
パ
ー
テ
ィ
ー
は
中
止
し
た
。参
加
者
は
15
チ
ー

ム
30
名
で
あ
っ
た
。

ウ　
警
備
防
災
委
員
会　
　
　
　
今
井
信
委
員
長

①　
警
備
業
に
お
け
る
防
災
対
応
と
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の

実
施
報
告

　

2
月
13
日
に
第
4
回
警
備
防
災
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
防
災
環
境
の
上

倉
秀
之
氏
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、
警
備
業

に
お
け
る
防
災
対
応
、
公
共
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧

ま
で
の
対
応
、
オ
ー
ナ
ー
側
と
の
防
災
に
関
す

る
事
前
調
整
、
警
備
業
に
お
け
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
作
成

の
4
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
い
た
。

参
加
者
は
54
名
で
、
現
場
の
実
情
に
即
し
た
内

容
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の
方
々
か
ら

非
常
に
好
評
を
頂
い
た
。
今
後
も
会
員
会
社
の

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
セ
ミ
ナ
ー
を
企
画
し
、
情
報

提
供
を
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

エ　
建
築
物
施
設
保
全
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
井
士
郎
委
員
長

①　
Ａ
Ｉ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
設
備
管
理
現
場
で
の
活

用
の
製
作

　

今
年
度
、
Ａ
Ｉ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
の
設
備
管
理

に
お
け
る
最
新
技
術
の
動
向
に
つ
い
て
調
査
し
、

そ
の
内
容
を
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
た
。本
レ
ポ
ー

ト
で
は
、
Ａ
Ｉ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
用
語
の
定
義
か
ら
、

技
術
の
歴
史
、
近
年
の
動
向
な
ど
に
つ
い
て
ま

と
め
て
お
り
、
設
備
管
理
の
現
場
で
活
用
で
き

る
最
新
ツ
ー
ル
を
幾
つ
か
紹
介
し
て
い
る
。
既

に
会
員
企
業
に
は
2
月
下
旬
に
て
送
付
し
て
お

り
、
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
が
で
き
る
。
各
社
に
お
い
て
、
生
産
性
・
業

務
効
率
向
上
策
の
参
考
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

オ　
障
が
い
者
等
自
立
支
援
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榎
本
委
員
長

①　
第
18
回
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
へ
の

協
力
（
報
告
）

　

2
月
1
日
、
独
立
行
政
法
人
・
高
齢
・
障
害
・

求
職
者
雇
用
支
援
機
構
が
主
催
す
る
「
第
18
回

ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
」
に
協
会
か
ら
講

師
6
名
を
派
遣
し
た
。
金
賞
の
太
平
ビ
ル
サ
ー

ビ
ス
株
式
会
社
東
京
支
店
所
属
の
選
手
は
、
令

和
2
年
11
月
に
愛
知
県
で
開
催
さ
れ
る
ア
ビ
リ

ン
ピ
ッ
ク
全
国
大
会
に
東
京
代
表
と
し
て
出
場

す
る
こ
と
に
な
る
。

②　
障
が
い
者
雇
用
に
お
け
る
指
導
の
基
本
セ

ミ
ナ
ー
の
実
施
報
告

　

2
月
27
日
、
参
加
予
定
者
の
約
半
数
が
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
欠
席
と
な
っ
た
中
、

特
別
支
援
学
校
教
諭
の
中
嶌
氏
、
平
沼
氏
の
お

二
人
を
お
招
き
し
、
開
催
し
た
。
当
日
参
加
者

は
27
名
、
14
社
で
、
障
が
い
者
と
の
接
し
方
や
、

特
性
別
の
指
導
方
法
に
つ
い
て
、
教
員
の
体
験

や
学
校
の
教
材
を
使
用
し
た
説
明
と
実
技
指
導

で
、
受
講
者
か
ら
は
、「
分
か
り
や
す
く
理
解
が

で
き
た
」、「
会
社
で
の
指
導
に
取
り
入
れ
る
」

等
の
感
想
が
あ
り
、
大
変
有
意
義
な
セ
ミ
ナ
ー

に
な
っ
た
。

カ　
役
員
候
補
審
査
委
員
会

　
　
　
坂
上
委
員
長
（
代
理
：
鷲
見
事
務
局
長
）

①　
次
期
委
員
の
選
任
候
補
者

　

当
委
員
会
は
、
役
員
立
候
補
者
の
資
格
審
査

を
行
う
委
員
会
で
、
委
員
は
全
国
協
会
東
京
地

区
代
議
員
選
挙
管
理
委
員
会
の
委
員
を
兼
ね
て
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い
る
。
定
数
5
名
で
、
こ
れ
ま
で
、
総
会
で
一

部
の
委
員
を
交
代
し
て
い
た
が
、
今
回
は
全
員

の
方
が
任
期
満
了
に
よ
り
退
任
と
な
る
。

　

委
員
は
「
正
会
員
の
代
表
権
を
有
す
る
も
の

で
、
役
員
選
任
に
関
し
公
正
な
識
見
を
有
す
る

者
の
う
ち
か
ら
総
会
に
お
い
て
こ
れ
を
選
任
す

る
」
と
な
っ
て
お
り
、
総
会
で
委
員
を
選
任
す

る
唯
一
の
委
員
会
で
あ
る
。
任
期
は
3
期
6
年

が
限
度
と
な
っ
て
お
り
、
今
回
、
5
人
の
方
が

全
て
任
期
の
制
限
に
達
し
た
と
い
う
こ
と
で
、

各
委
員
か
ら
次
期
候
補
者
を
推
薦
頂
い
た
5
名

で
新
し
い
委
員
会
を
構
成
し
て
い
く
こ
と
を

5
月
の
総
会
に
提
案
す
る
。
実
際
の
仕
事
は
、

２
０
２
１
年
の
役
員
改
選
時
か
ら
と
な
る
。

キ　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　
　
対
応
特
別
委
員
会　
　
　
　
佐
々
木
委
員
長

①　
選
手
村
ハ
ウ
ス
キ
ー
ピ
ン
グ
業
務
に
係
る

東
京
協
会
担
当
棟
の
決
定

　

選
手
村
ハ
ウ
ス
キ
ー
ピ
ン
グ
業
務
に
係
る
東

京
協
会
担
当
棟
が
決
定
し
た
。
2
月
の
理
事
会

に
お
い
て
、
当
協
会
の
担
当
棟
が
11
棟
か
ら
3

棟
増
え
、
14
棟
と
報
告
し
た
。
2
月
14
日
に
1

棟
受
け
を
希
望
さ
れ
た
会
員
会
社
向
け
の
説
明

会
を
開
催
し
、
各
社
の
担
当
棟
が
決
定
し
た
。

当
初
の
申
込
会
社
か
ら
、
1
社
の
辞
退
が
あ
っ

た
の
で
、
1
棟
請
負
の
会
員
会
社
は
13
棟
と
な

り
、
現
在
、
20
号
棟
の
請
負
会
社
が
未
定
と
な
っ

て
い
る
。
20
号
棟
を
対
象
と
し
て
、
限
定
期
間

請
負
方
式
で
申
込
さ
れ
た
会
員
会
社
向
け
に
、

2
月
28
日
に
説
明
会
を
開
催
す
る
予
定
で
あ
っ

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
関
係
で
中
止

と
な
り
、
参
加
予
定
の
26
社
に
は
ご
案
内
を
通

知
し
、
回
答
を
頂
い
た
上
で
、
20
号
棟
の
割
り

振
り
を
決
め
て
い
き
た
い
。

⑷　
事
務
局
報
告

①　
2
月
の
事
務
局
の
動
き
と
喫
煙
専
用
室
の
完

成
　

１
日
、
東
京
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
（
小
平

市
）で
、ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
が
開
催
さ
れ
、

ビ
ル
メ
ン
部
門
競
技
の
運
営
の
た
め
委
員
・
職
員

を
派
遣
し
た
。

　

8
日
、
9
日
、
21
日
と
工
事
を
実
施
し
、
3
階

女
子
ト
イ
レ
を
喫
煙
専
用
室
に
改
修
し
た
。
正
面

玄
関
の
外
に
設
置
し
て
い
た
灰
皿
を
撤
去
し
た
。

会
館
利
用
者
は
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
。

　

14
日
、
会
員
会
社
の
協
力
を
頂
き
、
現
場
で
の

清
掃
業
務
に
職
員
2
名
を
研
修
と
し
て
参
加
さ
せ

た
。

②　
今
後
の
予
定

　

令
和
２
年

　
　
　

4
月
7
日
（
火
）　

第
１
０
２
回
理
事
会

　
　
　

5
月
8
日
（
金
）　

第
１
０
３
回
理
事
会

　
　
　

5
月
29
日
（
金
）　

第
10
回
定
時
総
会

　
　
　

6
月
2
日
（
火
）　

第
１
０
４
回
理
事
会

　
　
　

6
月
9
日
（
火
）　

第
54
回
優
良
従
業
員

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

表
彰
式

　
　
　

7
月
2
日
（
木
）　

第
１
０
５
回
理
事
会

　
　
　

7
月
6
日
（
月
）、
7
日
（
火
）

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

全
国
協
会
定
時
総
会
＆
第

2
回
会
員
交
流
会
（
徳
島

市
）

　
　
　

9
月
1
日
（
火
）　

第
１
０
６
回
理
事
会

　
　
　

10
月
9
日
（
金
）　

労
働
安
全
衛
生
大
会

③　
会
員
数

　
　

正
会
員
５
０
９
社
、
賛
助
会
員
68
社

４　
そ
の
他

　

森
井
理
事
か
ら
、
厚
生
労
働
省
が
発
表
し
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
連
す
る
新
し
い
助
成
金
等
に
関
す

る
情
報
提
供
が
あ
っ
た
。

【
報
告
内
容
】

①
「
小
学
校
の
臨
時
休
業
に
伴
う
保
護
者
の
休
暇
取

得
支
援
」
（
新
た
な
助
成
金
制
度
）

　
「
子
の
世
話
を
行
う
こ
と
が
必
要
と
な
っ
た
労

働
者
に
対
し
、
労
働
基
準
法
上
の
年
次
有
給
休
暇

と
は
別
途
、
有
給
の
休
暇
を
取
得
さ
せ
た
事
業

主
」
が
対
象
と
な
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
防
止
策
と
し
て
、
臨
時
休
業
を
し
た
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小
学
校
等
に
通
う
子
の
保
護
者
、
風
邪
症
状
な
ど

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
お
そ
れ
の
あ

る
小
学
校
に
通
う
子
の
保
護
者
に
対
し
、
休
暇
中

支
払
っ
た
賃
金
相
当
額
を
国
が
10
分
の
10
を
助
成

す
る
。
大
企
業
も
中
小
企
業
も
適
用
さ
れ
る
が
、

８
３
３
０
円
と
い
う
上
限
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

適
用
日
が
「
2
月
27
日
～
3
月
31
日
の
間
に
取
得

し
た
休
暇
」
と
な
っ
て
い
る
。

②　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
踏
ま

え
た
雇
用
調
整
助
成
金
特
例
対
象
の
拡
大

　

特
例
の
対
象
と
な
る
事
業
主
は
、
感
染
症
の
影

響
を
受
け
る
事
業
主
全
部
で
あ
る
。
特
例
の
内
容

は
、
休
業
等
の
初
日
が
今
年
の
１
月
24
日
か
ら
今

年
の
7
月
23
日
ま
で
の
間
が
適
用
対
象
で
、「
休
業

等
計
画
届
の
事
後
提
出
」
が
可
能
と
な
る
。
本
来

は
事
前
提
出
が
必
要
で
あ
る
が
、
事
後
提
出
が
可

能
に
な
る
。
計
画
届
は
5
月
31
日
が
期
限
と
な
っ

て
い
る
。要
件
に
つ
い
て
も
緩
和
さ
れ
て
お
り
、「
生

産
指
標
の
確
認
対
象
期
間
を
3
か
月
か
ら
1
か
月

に
短
縮
」
さ
れ
て
い
る
。
1
か
月
の
売
上
が
、
前

年
同
期
比
に
比
べ
て
10
％
以
上
減
少
し
て
い
れ
ば
、

要
件
を
満
た
す
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
雇
用
指
標

が
対
前
年
比
で
増
加
し
て
い
て
も
、
助
成
対
象
に

す
る
と
、
そ
の
部
分
も
緩
和
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
、「
事
業
所
設
置
後
1
年
未
満
の
事
業
主
に
つ
い

て
も
助
成
対
象
と
し
ま
す
」
と
、「
1
年
以
上
」
と

い
う
縛
り
が
な
く
な
っ
て
い
る
。「
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
伴
う
経
済
上
の
理
由
」
は
、
取
引
先

が
新
型
の
肺
炎
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け

て
事
業
の
縮
小
や
受
注
量
が
減
っ
た
と
い
う
こ
と

と
な
っ
て
お
り
、
ビ
ル
メ
ン
業
界
で
も
、
観
光
客

の
減
少
で
ホ
テ
ル
の
清
掃
を
断
ら
れ
る
な
ど
、
事

業
の
縮
小
に
よ
る
影
響
が
該
当
す
る
こ
と
に
な
る

の
で
、
今
回
の
改
正
に
注
意
し
て
ほ
し
い
。

③　
雇
用
関
係
助
成
金
に
関
す
る
主
な
お
問
い
合
わ

せ
先
一
覧

　

東
京
の
場
合
は
、
他
と
違
っ
て
、
助
成
金
事
務

セ
ン
タ
ー
と
い
う
の
が
あ
る
。
各
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

で
も
よ
い
が
、
東
京
の
場
合
、
専
門
化
し
て
い
て
、

助
成
金
の
事
務
セ
ン
タ
ー
と
い
う
、
助
成
金
そ
の

も
の
を
専
門
に
扱
う
部
署
が
あ
る
の
で
、
相
談
し

て
い
た
だ
き
た
い
。他
の
道
府
県
の
事
業
所
を
持
っ

て
い
る
会
社
に
つ
い
て
は
、
各
道
府
県
相
談
窓
口

が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

④　
「
風
邪
の
症
状
が
あ
る
方
、
感
染
が
疑
わ
れ
る

方
へ
の
対
応
」
Ｑ
＆
Ａ

　

風
邪
の
症
状
が
あ
る
方
に
つ
い
て
、
ど
う
対
応

し
た
ら
い
い
か
と
か
、
事
業
主
向
け
の
Ｑ
＆
Ａ
が

出
て
い
る
。
私
が
多
少
加
工
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

重
要
な
箇
所
、
特
に
注
意
し
て
ほ
し
箇
所
を
色
付

け
し
た
。
休
業
手
当
の
問
題
、
労
働
時
間
の
問
題
、

時
差
出
勤
の
問
題
等
の
箇
所
で
あ
る
が
、
読
ん
で

い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
あ
る
。
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第
１　
建
築
物
の
環
境
衛
生
の
向
上
に
関
す
る
事
業

〈
建
築
物
衛
生
管
理
委
員
会
〉

【
１　
調
査
及
び
研
究
の
事
業
】

　
１-

１-

１　
調
査
研
究
の
実
施

　

次
の
調
査
研
究
を
実
施
す
る
。

●　

従
事
者
の
た
め
の
感
染
症
の
予
防
と
対
策
リ
ー
フ
レ
ッ
ト　

新
規

　

令
和
２
年
度
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
と
し
て
外
国
人
観
光
客
の
増
加
が
見
込

ま
れ
る
た
め
、
従
業
員
の
防
疫
の
観
点
か
ら
従
事
者
向
け
の
感
染
予
防
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
し
配
付
す
る
。 

●　

注
射
針
の
不
法
廃
棄
防
止
に
向
け
た
掲
示
物
等
の
作
成　

新
規

　

近
年
、
注
射
針
の
不
法
廃
棄
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
注
意
喚
起
を
図
る

た
め
に
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
不
法
廃
棄
防
止
の
た
め
の
掲
示
物
（
ポ

ス
タ
ー
）
等
を
作
成
す
る
。

第
２　
犯
罪
の
防
止
・
治
安
の
維
持
、
災
害
の
防
止
に
関
す
る
事
業

〈
警
備
防
災
委
員
会
〉

【
２　
教
育
及
び
訓
練
の
事
業
】

　
２-

２-

１　
警
備
業
務
教
育
の
実
施

　

警
備
員
の
知
識
・
能
力
向
上
の
た
め
に
、
次
の
法
定
教
育
、
講
習
会
を
実
施
す
る
。

令
和
２
年
度  

事
業
計
画

（
令
和
2
年
月
1
日
か
ら
令
和
3
年
3
月
31
日
ま
で
）

　

令
和
２
年
度
度
事
業
計
画
の
内
、
新
規
項
目
や
重
点
項
目
を
中
心
に
掲
載
す
る
。

事
業
計
画
の
詳
細
は
当
協
会
Ｈ
Ｐ
「
協
会
情
報
」
を
参
照
し
て
下
さ
い
。

第
１
０
１
回
理
事
会
で
承
認
さ
れ
た
令
和
２
年
度
事
業
計
画
・
予
算
の
概
要
は

次
の
と
お
り
。

　

令
和
元
年
８
月
の
警
備
業
法
施
行
規
則
改
正
の
影
響
を
ふ
ま
え
、「
新
任
警
備
員

教
育
」
は
時
間
数
を
短
縮
、「
現
任
警
備
員
教
育
」
は
教
育
内
容
や
時
間
数
に
よ
っ

て
講
習
会
の
細
分
化
を
行
う
。

　

ま
た
、新
た
に「
初
心
者
向
け
防
火
防
災
の
基
礎
」と「
消
防
技
術
実
技
専
門
教
育
」

の
２
つ
の
講
習
会
を
実
施
す
る
。

●　

新
任
警
備
員
教
育
（
認
定
職
業
訓
練　

１
回
21
時
間
）　　
　

年
21
回

●　

現
任
警
備
員
基
本
教
育
講
習
（
１
回
4
時
間
）　　
　
　
　
　

年
18
回

●　

現
任
警
備
員
業
務
別
教
育
（
1
号
）
講
習
（
１
回
６
時
間
）　

年
16
回

●　

現
任
警
備
員
業
務
別
教
育
（
２
号
）
講
習
（
１
回
６
時
間
）　

年
6
回

●　

初
心
者
向
け
防
火
防
災
の
基
礎
（
１
回
5
時
間
）　　
　
　
　

年
2
回　

新
規

●　

消
防
技
術
実
技
専
門
教
育
（
１
回
5
時
間
）　　
　
　
　
　
　

年
2
回　

新
規

●　

現
場
警
備
責
任
者
の
た
め
の

　
　

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
習
（
１
回
6
時
間
）　　
　
　
　
　
　
　
　

年
1
回

第
３　
建
築
設
備
機
器
の
事
故
の
防
止
に
関
す
る
事
業〈建

築
物
施
設
保
全
委
員
会
〉

【
１　
調
査
及
び
研
究
の
事
業
】

　
３-

１-

１　
調
査
研
究
の
実
施

　

設
備
管
理
の
知
識
・
技
術
の
向
上
を
図
る
た
め
に
、
次
の
調
査
研
究
を
実
施
す
る
。

●　

設
備
員
の
育
成
に
向
け
教
育
機
関
を
見
学
す
る
な
ど
、
各
団
体
等
の
教
育
方

法
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
う
。

　

ま
た
、
社
内
教
育
で
の
活
用
を
目
的
に
、
初
心
者
向
け
の
設
備
点
検
に
関
す
る

マ
ニ
ュ
ア
ル
冊
子
を
作
成
す
る
。

●　

設
備
管
理
業
務
の
品
質
管
理
・
品
質
向
上
を
目
的
に
、
令
和
元
年
度
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
「
業
務
品
質
向
上
の
た
め
の
各
社
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」

の
調
査
結
果
を
分
析
、
考
察
し
、
冊
子
に
ま
と
め
る
。

【
２　
教
育
及
び
訓
練
の
事
業
】

　
３-
２-
４　
参
考
書
籍
・
講
習
会
資
料
の
作
成

　

次
の
テ
キ
ス
ト
の
製
作
を
実
施
す
る
。

●　
『
設
備
点
検
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
仮
）』
の
作
成　

新
規

●　
『
設
備
管
理
の
た
め
の
今
さ
ら
聞
け
な
い
計
測
機
器
の
使
い
方
』
の
改
訂
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令和２年度  事業計画

第
４　
普
及
啓
発
・
活
用
の
事
業

（
そ
の
他
の
公
益
目
的
事
業
）

【
２　
教
育
及
び
訓
練
の
事
業
】

　
４-
２-
１　
障
が
い
者
等
自
立
支
援
事
業
の
実
施
〈
障
が
い
者
等
自
立
支
援
委
員
会
〉

　

社
会
貢
献
事
業
と
し
て
、
次
の
事
業
を
実
施
す
る
。

〈
障
が
い
者
就
労
支
援
事
業
〉

●　

就
労
体
験
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）
の
実
施

　

都
立
特
別
支
援
学
校
生
徒
等
の
職
場
体
験
実
習
で
あ
る
企
業
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
を
実
施
す
る
。　

年
5
回

〈
障
が
い
者
就
労
支
援
受
託
事
業
等
〉

●　

東
京
都
教
育
庁
受
託
事
業

　

都
立
特
別
支
援
学
校
生
徒
に
対
す
る
清
掃
指
導
用
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等
を
作
製
す
る
。

　
４-

２-

２　
テ
キ
ス
ト
等
の
製
作
〈
障
が
い
者
等
自
立
支
援
委
員
会
〉

　

次
の
テ
キ
ス
ト
の
製
作
を
実
施
す
る
。

●　
『
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
技
能
検
定
３
級
テ
キ
ス
ト
』
の
作
成　

新
規

【
３　
育
成
の
事
業
】

　
４-

３-

２　
品
質
改
善
事
業
の
実
施
〈
総
務
委
員
会
〉

　

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
務
に
お
け
る
品
質
管
理
の
徹
底
と
品
質
改
善
活
動
の
意

欲
向
上
を
図
り
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
の
発
展
を
促
進
す
る
た
め
に
、
次
の
事

業
を
実
施
す
る
。

●　

品
質
管
理
に
関
す
る
各
種
講
習
会

　
４-

３-

３　
採
用
等
支
援
事
業
の
実
施 〈
総
務
委
員
会
、
広
報
委
員
会
〉

　

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
界
の
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
人
材
確
保
と
育
成
定
着
支
援
、

雇
用
環
境
整
備
支
援
と
し
て
、
次
の
事
業
を
実
施
す
る
。

●　

業
界
特
化
型
求
人
サ
イ
ト
の
運
営

【
４　
普
及
啓
発
と
活
用
の
事
業
】

　
４-

４-

２　
社
会
へ
の
業
界
・
協
会
Ｐ
Ｒ
活
動
の
実
施
〈
広
報
委
員
会
〉

　

業
界
・
協
会
活
動
を
広
く
社
会
に
Ｐ
Ｒ
す
る
活
動
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
マ
ス

コ
ミ
対
応
や
情
報
提
供
等
を
実
施
す
る
。

　

令
和
２
年
度
は
、
社
会
貢
献
活
動
等
を
通
じ
て
協
会
事
業
紹
介
等
の
情
報
発
信

を
行
う
。

第
５　
収
益
等
そ
の
他
の
事
業

（
共
益
事
業
・
収
益
事
業
）

【
１　
調
査
及
び
研
究
の
事
業
】

　
５-

１-

４　
要
望
活
動
の
実
施
〈
経
営
研
究
委
員
会
〉

　

建
築
物
の
適
切
な
維
持
管
理
と
健
全
な
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
の
育
成
を
図
る

観
点
か
ら
、
東
京
都
等
に
対
し
て
、
次
の
要
望
活
動
を
実
施
す
る
。

【
２　
教
育
及
び
訓
練
の
事
業
】

　
５-

２-

４　
労
務
参
考
図
書
の
作
成
〈
労
務
管
理
委
員
会
〉

　

業
界
の
共
通
課
題
や
労
務
管
理
業
務
に
関
連
し
た
ミ
ニ
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
等
を
作

成
す
る

【
５　
そ
の
他
目
的
達
成
に
必
要
な
事
業
】

　
５-

５-

９　
事
業
報
告
会
等
の
実
施
事
業
〈
総
務
委
員
会
〉

　

会
員
相
互
の
新
年
を
祝
う
会
と
し
て
新
年
賀
詞
交
歓
会
を
実
施
す
る
。
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令和２年度  事業計画

■公益目的事業等区分と定款第4条による各事業項目

第 1
建築物の環境衛生の
向上に関する事業

第 2
犯罪の防止・治安の
維持、災害の防止に
関する事業

第 3 
建築設備機器の事故
の防止に関する事業

第 4
普及啓発・活用の事
業

第 5 
収益等その他の事業

⑴
　
調
査
及
び

　
　
研
究
の
事
業

①調査研究
②関係行政機関連絡

①見学会
②関係行政機関 ･ 関

連団体との連絡協
調

①調査研究
②見学会
③他地区協会情報交

換会

①警備防災実態調査
②海外研修視察
③公的助成金等周知
④要望活動

⑵
　 

教
育
及
び
訓
練
の
事
業

①研修・講習会
②セミナー
③研修資機材整備
④研修会講師育成等
⑤専門委員派遣

①警備業務教育
②セミナー
③研修資機材整備
④参考書籍・研修
　教科書の作成
⑤専門委員派遣
⑥法改正 ･ 関係資料

送付

①研修・講習会
②セミナー
③研修資機材整備
④参考書籍・講習会
　資料の作成
⑤研修会講師育成等
⑥専門委員派遣

①障がい者等自立支
援事業

②テキスト等製作
③労働安全衛生講習
④研修会講師確保・

養成等

①労務関係講習
②経営研究セミナー
③法改正 ･ 関係資料

送付
④労務参考図書の
　作成

⑶
　 

育
成
の
事
業

①自主検査推進と
　定着

①相談事業
②品質改善事業
③採用等支援事業
④労働安全衛生推進

事業
⑤ビルメンテナンス

フェア事業

①賃金・契約改定状
況周知

⑷
　 

普
及
啓
発
と
活
用
の
事
業

①地域安全運動防犯
キャンペーン

①広報誌発行
②社会への業界・協会

PR活動
③各種ノベルティ製

作
④協会ホームページ

充実等
⑤こども絵画コンク

ール

①各種広報実施

⑸
　 

そ
の
他
目
的
達
成
に
必
要
な
事
業

①委員会等開催 ①委員会等開催 ①委員会等開催 ①委員会等開催 ①文化スポーツ親睦
事業

②防災対策
③ビルメンテナンス

会館管理運営事業
④会員座談会等
⑤新年賀詞交歓会
⑥名簿等作成
⑦表彰事業
⑧福利厚生事業
⑨事業報告会等実施
⑩役員候補審査事項
⑪会員 ･ 役員倫理事

項
⑫委員会等開催

公益等
区分

定款
第 4 条
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科　　目 令和２年度
予算額

令和元年度
予算額 増減

Ⅰ　一般正味財産増減の部
　１　経常増減の部
　（１）経常収益
　　会費収益 174,036 171,372 2,664
　　入会金収益 1,240 1,240 0
　　事業収益 125,575 127,183 △ 1,608
　　　　①建築物の環境衛生の向上に関する事業収益 9,388 9,817 △ 429
　　　　②犯罪の防止・治安の維持、災害の防止に関する事業収益 13,514 14,705 △ 1,191
　　　　③建築設備機器の事故の防止に関する事業収益 21,467 23,053 △ 1,586
　　　　④普及啓発・活用の事業収益 7,491 8,665 △ 1,174
　　　　⑤収益等その他の事業収益 73,715 70,943 2,772
　　雑収益 7,819 665 7,154

経常収益　計 308,670 300,460 8,210
　（２）経常費用
　　事業費 190,259 172,233 18,026
　　　　①建築物の環境衛生の向上に関する事業費 10,992 16,508 △ 5,516
　　　　②犯罪の防止・治安の維持、災害の防止に関する事業費 11,458 10,556 902
　　　　③建築設備機器の事故の防止に関する事業費 17,510 15,691 1,819
　　　　④普及啓発・活用の事業費 43,381 44,185 △ 804
　　　　⑤収益等その他の事業費 106,918 85,293 21,625
　　管理費 156,255 144,079 12,176

経常費用　計 346,514 316,312 30,202
評価損益等調整前当期経常増減額 △ 37,843 △ 15,852 △ 21,991

　２　経常外増減の部
　（１）経常外収益

経常外収益　計 0 0 0
　（２）経常外費用

経常外費用　計 0 0 0
当期経常外増減額 0 0 0

当期一般正味財産増減額 △ 37,843 △ 15,852 △ 21,991
　　租税公課（法人税・都民税等） 3,963 4,093 △ 129

収益事業収益振替後当期一般正味財産増減額 △ 41,807 △ 19,945 △ 21,862
一般正味財産期首残高 1,113,840 1,116,964 △ 3,123
一般正味財産期末残高 1,072,033 1,097,019 △ 24,985

Ⅱ　指定正味財産増減の部
当期指定正味財産増減額 0 0 0
指定正味財産期首残高 0 0 0
指定正味財産期末残高 0 0 0

Ⅲ　正味財産期末残高 1,072,033 1,097,019 △ 24,985
※千円以下を切捨で表記している為、表内で誤差が生じています。

令和２年度予算（正味財産増減計算書ベース）
令和２年４月１日から令和３年３月３１日まで

単位　千円

令和２年度  予算
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第284話
「沢村栄治は幻の大リーガー？」

左
さ と う

党　 隆
たかし

「
歌
馬
鹿
で
も
歌
狂
い
で
も
、
ど
う
で
も
い
い
じ

ゃ
な
い
の
、
み
ん
な
歌
好
き
に
違
い
な
い
ん
だ

か
ら
」 

　

あ
き
れ
顔
で
言
っ
て
保
子
マ
マ
が
笑
う
と
、 

「
ま
さ
し
く
そ
の
通
り
、
森
の
石
松
じ
ゃ
な
い
け

れ
ど
、
歌
好
き
、
酒
好
き
、
女
好
き
だ
ぁ
～
」 

　

こ
こ
で
Ｏ
氏
が
し
た
り
顔
で
言
う
と
、 

「
あ
ら
、
Ｏ
さ
ん
女
好
き
だ
な
ん
て
、
意
外
と
エ

ッ
チ
ね
。
そ
う
な
ん
で
す
か
？　

み
な
さ
ん
」 

「
Ｏ
さ
ん
は
そ
う
か
も
知
れ
な
い
け
ど
、
我
々
は

違
い
ま
す
よ
。
な
あ
み
ん
な
」 

　

尾
崎
氏
が
同
意
を
得
る
か
の
よ
う
に
周
り
を
見 

渡
し
て
言
っ
た
。 

「
何
が
我
々
は
だ
。
ど
う
せ
こ
の
世
は
男
と
女
。 

男
は
誰
で
も
女
が
好
き
で
、
女
は
誰
で
も
男
が
好 

き
よ
。
こ
れ
以
外
に
何
が
あ
る
ん
だ
。
♪
そ
う
～ 

じ
ゃ
な
い
か
え　

皆
の
衆
～
」 

　

Ｏ
氏
が
村
田
英
雄
を
真
似
て
、
お
道
化
て
言
っ 

た
の
で
、
再
び
笑
い
声
が
広
が
っ
た
。 

「
と
こ
ろ
で
Ｏ
さ
ん
。
ま
た
昔
の
野
球
の
こ
と
な

ん
で
す
が
、
訊
い
て
も
い
い
で
す
か
？
」 

　

し
ば
ら
く
し
て
か
ら
、
海
野
氏
が
Ｏ
氏
に
訊
い 

た
。 

「
先
ほ
ど
、
日
本
の
プ
ロ
野
球
チ
ー
ム
の
歴
史
と

変
遷
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
お
聞
き
し
ま
し
た
が
、

戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
ど
ん
な
選
手
が
活
躍
し 

て
い
た
ん
で
す
か
」 

「
戦
前
は
昭
和
11
年
に
日
本
の
プ
ロ
野
球
が
ス
タ

ー
ト
し
て
、
昭
和
19
年
ま
で
、
当
時
の
球
団
は
、

巨
人
、
タ
イ
ガ
ー
ス
、
大
東
京
、
金
鯱
、
名
古
屋
、 

セ
ネ
タ
ー
ス
、
阪
急
の
７
チ
ー
ム
が
最
初
で
、
そ 

の
後
は
前
に
話
し
た
よ
う
に
イ
ー
グ
ル
ス
、
東
京 

セ
ネ
タ
ー
ス
、
ラ
イ
オ
ン
、
南
海
、
翼
、
黒
鷲
、

大
洋
、
朝
日
、
大
和
、
西
鉄
、
産
業
、
近
畿
日
本 

な
ど
の
球
団
が
増
え
た
り
、
ま
た
無
く
な
っ
た
り 

し
た
。
昭
和
11
年
は
巨
人
と
タ
イ
ガ
ー
ス
間
で
優 

勝
決
定
戦
が
行
わ
れ
、
巨
人
が
優
勝
し
た
ん
だ
よ
。 

そ
の
時
の
７
球
団
で
ぼ
く
が
記
憶
し
て
い
る
監
督 

や
選
手
は
、
ま
ず
、
巨
人
で
は
、
監
督
の
藤
本
定 

義
。
藤
本
監
督
は
こ
の
後
、
昭
和
17
年
ま
で
巨
人 

の
監
督
を
務
め
た
。
投
手
で
は
、
沢
村
栄
治
や
ヴ 

ィ
ク
ト
ル
・
ス
タ
ル
ヒ
ン
で
、
捕
手
に
は
内
堀
保
。 

内
野
手
で
は
白
石
敏
男
、
水
原
茂
、
三
原
修
。
外 

野
手
で
は
中
島
治
康
だ
。
タ
イ
ガ
ー
ス
で
は
監
督 

が
石
本
秀
一
で
、
投
手
は
、
藤
本
冨
美
男
、
御
園 

生
崇
男
、
若
林
忠
志
、
西
村
幸
生
な
ど
。
捕
手
は 

門
前
真
佐
人
。
内
野
手
は
、
松
木
謙
治
郎
。
外
野 

手
は
、
景
浦
将
。
大
東
京
で
は
、
監
督
が
小
西
得 

郎
。
投
手
は
近
藤
久
、
手
塚
勝
巳
。
外
野
手
で
は 

鬼
頭
数
雄
、
坪
内
道
則
ら
だ
。
金
鯱
で
は
監
督
が 

二
出
川
延
明
、
コ
ー
チ
兼
外
野
手
は
、
島
秀
之
助
、 

あ
と
内
野
手
で
は
濃
人
渉
。
名
古
屋
で
は
外
野
手 

の
桝
嘉
一
ぐ
ら
い
か
な
。
続
い
て
セ
ネ
タ
ー
ス
で 

は
監
督
の
横
沢
三
郎
、
内
野
手
で
は
苅
田
久
徳
だ
。 

と
く
に
苅
田
は
当
時
、『
凡
ゴ
ロ
を
難
ゴ
ロ
に
捕

る
苅
田
か
な
』
と
言
わ
れ
る
ど
、
空
前
の
名
人
と 

の
評
価
を
受
け
て
い
た
ん
だ
。
阪
急
で
は
監
督
の 

三
宅
大
輔
、
投
手
の
宮
武
三
郎
だ
ね
」 

　

こ
こ
で
Ｏ
氏
は
一
息
つ
い
て
飲
み
か
け
の
グ
ラ 

ス
を
口
に
運
ん
だ
。 

「
私
に
は
沢
村
と
ス
タ
ル
ヒ
ン
、
水
原
、
三
原
ぐ

ら
い
し
か
聞
い
た
こ
と
が
な
い
で
す
ね
」 

　

そ
う
言
い
な
が
ら
、
海
野
氏
が
首
を
捻
っ
た
。 

「
沢
村
栄
治
と
ス
タ
ル
ヒ
ン
は
、
凄
い
投
手
だ
っ

た
と
き
い
て
ま
す
が
、
ど
ん
な
選
手
だ
っ
た
ん
で 

す
か
？
」 

「
沢
村
栄
治
は
ね
、
草
創
期
巨
人
軍
の
天
才
投
手

と
い
わ
れ
て
い
て
ね
、『
左
足
を
ぐ
っ
と
頭
の
高

さ
に
持
ち
上
げ
、
口
へ
の
字
に
結
び
、
サ
ツ
と
投 

げ
お
ろ
す
球
の
早
さ
、
グ
グ
ッ
と
落
ち
る
カ
ー
ブ 

の
鋭
さ
、
マ
ナ
ー
と
風
貌
の
素
晴
ら
し
さ
。
沢
村 

こ
そ
日
本
の
生
ん
だ
最
高
の
名
投
手
で
あ
ろ
う
。

こ
の
逸
材
を
台
湾
海
峡
の
藻
屑
と
し
た
太
平
洋
戦 

争
を
呪
う
。』
と
ま
で
讃
え
ら
れ
て
い
る
ん
だ
。 

　

ま
た
こ
ん
な
話
も
あ
る
。
昭
和
９
年
に
、
正
力

松
太
郎
が
招
い
て
全
米
プ
ロ
野
球
軍
が
来
日
し
た
。

ベ
ー
ブ
・
ル
ー
ス
、
ル
ー
・
ゲ
ー
リ
ッ
ク
、
ジ
ミ 

ー
・
フ
オ
ッ
ク
ス
ら
が
同
行
し
た
最
強
軍
団
だ
っ 

た
。
対
戦
し
た
全
日
本
軍
は
17
戦
全
敗
だ
っ
た
が
、 

11
月
20
日
、
静
岡
草
薙
球
場
で
の
第
８
戦
目
に
、

当
時
旧
制
の
中
学
生
だ
っ
た
、
弱
冠
17
歳
の
紅
顔 

の
美
少
年
沢
村
栄
治
が
大
健
投
し
た
ん
だ
。
こ
の 

試
合
一
回
一
死
か
ら
ゲ
リ
ン
ジ
ヤ
ー
、
ル
ー
ス
、

ゲ
ー
リ
ッ
ク
、
フ
オ
ッ
ク
ス
を
連
続
三
振
さ
せ
た 

こ
の
好
投
は
、
ア
メ
リ
カ
の
新
聞
に
も
出
て
、
翌 

年
の
米
国
遠
征
で
は
行
く
先
々
で
『
沢
村
を
出
せ
、 

沢
村
を
出
せ
』
と
大
変
な
人
気
で
、
ス
ク
ー
ル
ボ 

ー
イ
沢
村
の
名
は
全
米
に
知
れ
渡
っ
た
ん
だ
。
日 

本
プ
ロ
野
球
史
上
に
残
る
伝
説
の
選
手
の
一
人
で 

も
あ
り
、
戦
前
の
プ
ロ
野
球
界
で
、
史
上
２
人
目 

の
防
御
率
０
点
台
や
、
史
上
初
の
投
手
５
冠
に
輝 

き
、
史
上
初
の
ノ
ー
ヒ
ッ
ト
ノ
ー
ラ
ン
達
成
な
ど 

様
々
な
記
録
を
打
ち
立
て
た
凄
い
投
手
だ
っ
た
ん 

だ
よ
」 

「
成
程
凄
い
投
手
だ
。
世
が
世
な
ら
即
大
リ
ー
ガ

ー
で
す
よ
ね
」 

「
実
は
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
ガ
ー
に
な
っ
て
い
た
か
も

知
れ
な
か
っ
た
ん
だ
よ
」 

「
え
え
っ
！
そ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
？
」

「
ア
メ
リ
カ
遠
征
先
で
フ
ァ
ン
の
求
め
に
応
じ
て

沢
村
が
サ
イ
ン
を
し
た
の
が
、
実
は
入
団
契
約
書 

だ
っ
た
の
で
大
問
題
に
な
っ
た
ん
だ
。
し
か
し
、

そ
の
時
遠
征
チ
ー
ム
の
監
督
を
率
い
て
い
た
三
宅 

大
輔
監
督
の
、
同
意
す
る
サ
イ
ン
が
な
か
っ
た
こ 

と
が
幸
い
し
て
断
る
こ
と
が
で
き
た
そ
う
だ
」 

「
ま
さ
し
く
幻
の
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
ガ
ー
だ
」
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環境関連情報

３Ｅエネルギー
エコノミー
エコロジー

レポート
情報提供

No.32

一般社団法人資源エネルギー研究協会は、国がおこなう省エネ
相談の窓口として認定されました。
無料診断からよろず相談をさせて
頂きます、お気軽にお声掛け下さい。
必ずやご期待にお応え致します。

2019. ● Network Tokyo 8□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■

●リコー倉庫でも発電するモジュール
　2月発売、環境センサーの稼働も可能
　リコーは、室内照明でも発電できる太陽電池モジュールを発
表発表した。
発表されたモジュールは色素増感太陽電池モジュールで、微弱
な光でも発電可能。寿命、導入コストなどはアモルファスシリコ
ンと同程度で、今後、センシングデバイスの電源としての活用が
見込まれる。同社によると、こうしたモジュールには発電効率に
課題があったが、同製品は 10 センチ四方以下のサイズで、室内
で CO2 センサーを稼働させることができるという。
　また従来の色素増感太陽電池は液体型で、電解液を用いる
電池特有の液漏れや腐食など安全性や耐久性に課題があった。
今回、同社は電解液を固体材料のみで製品を構成することで課
題を克服した。なお、固体型の色素増感太陽電池モジュールの
発売は世界で初めて。
　照度の低い室内光の波長にも反応する有機色素を選定したこ
とで、倉庫や工場など、照明から距離のあるような十分な明るさ
を確保できない場所でも、高効率の発電が可能。「環境ビジネス」

●ビルの冷房に使う吸収冷凍機を車載向
けに応用、燃費12％改善目指す

　NEDO と未利用熱エネルギー革新的活用技術研究組合、アイ
シン精機、産総合研、東京大学は 2020 年 1 月 23 日、商用車
の冷房として搭載できる小型吸収冷凍機を開発したと発表した。
　一般的な吸収冷凍機は大型システムが中心で、オフィスビルの
空調などで使われている。車両に搭載するために小型軽量化

するとともに、走行時の傾斜や揺れなどの影響を防ぐ技術を開
発した。自動車の燃料が持つ熱エネルギーのうち 60％が未利用
で捨てられており、熱エネルギーを吸収冷凍機による冷房に活用
できれば、年間で 12％の燃費向上が期待でき、エンジン車の
冷房運転時の燃費を大幅に改善できるとしている。2020 年 1 月
から吸収冷凍機を商用車に搭載して評価を開始、車室内の空調
の性能や車両に搭載する際の課題を洗い出す。「MONOist」

●ビヨンド・ゼロを実現する技術革新へ
政府の新戦略が決定

　政府は、エネルギー・環境分野における技術革新で、日本と
世界の CO2 排出削減を目指す「革新的環境イノベーション戦略」
を決定した。世界のカーボンニュートラル、さらには過去のスト
ックベースでの CO2 削減（ビヨンド・ゼロ）を可能とする革新的
技術を 2050 年までに確立することを目指す。
　この戦略は、具体的な行動計画（5 分野 16 課題）を示した「イ
ノベーション・アクションプラン」、それを実現するための「アク
セラレーションプラン」、社会適用に向けての「ゼロエミッション・
イニシアティブズ」で構成される。
　環境・エネルギーの技術革新に 10 年間で 30 兆円を投資

「環境ビジネス」
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選
定
歴
史
的
建
造
物
資
料
に
よ
る

と
昭
和
８
年
（
１
９
３
３
年
）
に
建

て
ら
れ
、
Ｓ
Ｒ
Ｃ
造
、
平
屋
建
て
、

京
成
電
気
軌
道
の
地
下
駅
と
し
て
開

業
し
た
旧
博
物
館
動
物
駅
（
廃
止
）

だ
そ
う
で
す
。

　

廃
止
に
な
っ
た
理
由
は
ホ
ー
ム
が
短

く
、
４
両
編
成
の
時
は
停
車
で
き
る

が
車
両
が
６
両
編
成
と
な
る
と
止
ま

れ
る
本
数
が
減
り
廃
止
さ
れ
た
そ
う

で
す
。
国
会
議
事
堂
の
よ
う
な
屋
根

と
扉
に
は
象
形
文
字
の
よ
う
な
も
の

が
、
廃
止
さ
れ
た
ホ
ー
ム
に
も
ペ
ン
ギ

ン
や
ゾ
ウ
の
絵
画
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　

上
野
駅
の
近
く
に
は
、
幻
の
旧

博
物
館
動
物
園
駅
駅
舎
が
あ
り
ま

す
。
Ｊ
Ｒ
上
野
駅
公
園
口
を
出
て
右
に
曲
が

り
国
立
科
学
博
物
館
方
向
へ
向
か
い
巨
大
な

く
じ
ら
像
を
越
え
大
通
り
を
左
に
曲
が
り

ま
す
。
国
立
博
物
館
を
越
え
た
交
差
点
右
角

を
見
る
と
、
石
積
み
で
緑
色
の
鉄
扉
が
あ

る
建
物
が
見
え
ま
す
。

百八

旧
博
物
館
動
物
園
駅
駅
舎

文
・
写
真
：
松
原　

雅
人

東
京
都
選
定
歴
史
的
建
造
物
を
訪
れ
て

東
京
都
で
は
、
景
観
条
例
に
基
づ
き
歴
史
的
な
価
値
を
有
す
る
建
造
物
の
う
ち

景
観
上
重
要
な
建
物
を
東
京
都
選
定
歴
史
的
建
造
物
と
し
て
東
京
都
知
事
が
選
定
し
ま
す
。

令
和
元
年
5
月
24
日
現
在
に
お
い
て
は
、
96
件
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

東
京
都
景
観
条
例
第
二
十
二
条

一
．
東
京
の
歴
史
及
び
文
化
を
特
徴
付
け
て
い
る
も
の

二
．
地
域
の
象
徴
と
な
っ
て
い
る
も
の

三
．
多
く
の
都
民
に
親
し
ま
れ
て
お
り
、
地
域
の
個
性
を
形
成
す
る
核
と
な
っ
て
い
る
も
の
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そ
し
て
建
物
を
管
理
す
る
仕
事
を
し
て

い
る
と
つ
い
つ
い
目
が
行
っ
て
し
ま
う
の

が
職
業
病
。
連
結
送
水
管
送
水
口
、
綺
麗

に
整
備
さ
れ
現
役
。
頼
も
し
い
も
の
で
す
。

　

そ
し
て
、
帰
る
途
中
の
噴
水
か
ら
望
む

夕
焼
け
が
綺
麗
で
す
。

読 者 投 稿

皆
様
、

い
か
が
で
す
か

そして、調査を終えた後は
このあたりで疲れを癒しお勧めです。

お勧めの
アンキモ

カシラをタレで

▲

住所
東京都東京都台東区上野公園13番23号

▲

ホームページ
https://www.keisei.co.jp/keisei/hakudou/index.php

▲
アクセス
上野駅から歩いて10分程度
東西めぐりんバス「旧東京音楽学校奏楽堂」下車徒歩1分
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会員はもちろん、一般の方々からも
投稿作品を募集します。

（公社）東京ビルメンテナンス協会  広報委員会

　俳句や短歌、エッセイや小説、おすすめの
本や店の紹介、などなど文章作品。イラスト
や手芸作品など、あなたが紹介したい、自慢
したい「作品」を本誌に載せませんか。
　または、あなたが見たビル（外観）や街の
風景で感動したものや美しかったもの、面白
かったものなどの写真とその時のエピソード
を添えて送ってください。
　締切はありません。いつでもご応募ください。

　採用された方には、委員会規定の謝礼を差
し上げます。

■応募先
　郵送の場合は、当協会事務局の住所へ「広
報誌投稿原稿」と明記して送ってください。
　Ｅメールの場合は、
　y.mori@tokyo-bm.or.jp までお送り
ください。　　　　　 　　  事務局担当：森

あなたの作品や感動した風景・
ビルの写真等を載せませんか。

投稿募集

2
・
15 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
国
内
感
染
の

広
が
り
が
本
格
化　

感
染
経
路
が
判
明

し
て
い
な
い
事
例
あ
り

2
・
16 

競
歩
女
子
20
キ
ロ
の
岡
田
久
美
子
選
手

が
五
輪
内
定 

２
大
会
連
続

2
・
17 

東
京
マ
ラ
ソ
ン
の
一
般
参
加
を
取
り
や

め
エ
リ
ー
ト
の
み
２
０
０
人
規
模
で
実

施　

2
・
18 

台
風
な
ど
に
よ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
の
浸
水

対
策　

国
が
初
め
て
の
指
針
案 

2
・
19 

２
０
１
９
年
の
台
風
19
号
を
「
令
和
元

年
東
日
本
台
風
」
、
15
号
を
「
令
和
元

年
房
総
半
島
台
風
」
と
命
名

2
・
20 

イ
ベ
ン
ト
中
止
・
縮
小
相
次
ぐ　

新
型

肺
炎
の
感
染
リ
ス
ク
を
考
慮

2
・
21 

元
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
で
タ
レ
ン
ト
の
中
居
正
広

さ
ん
が
所
属
す
る
ジ
ャ
ニ
ー
ズ
事
務
所

を
3
月
に
退
所

2
・
22 

ク
ル
ー
ズ
船
下
船
の
乗
客
に
陽
性
反
応

船
内
検
査
で
は
陰
性

2
・
23 

2
月
23
日
は
富
士
山
の
日　

天
皇
即
位

で
今
年
か
ら
祝
日
に

2
・
24 

Ｇ
20
共
同
声
明　

世
界
経
済
に
根
強
い

下
方
リ
ス
ク　

新
型
ウ
イ
ル
ス
で
監
視

を
強
化

2
・
25 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス 

政
府 

対
策
基
本

方
針
を
決
定 

2
・
26 

安
部
首
相
が
大
規
模
な
ス
ポ
ー
ツ
や
イ

ベ
ン
ト　

中
止
か
延
期
な
ど
を
求
め
る

2
・
27 

全
国
の
小
中
高
校
に
3
月
2
日
か
ら
の

臨
時
休
校
を
政
府
が
要
請
へ

2
・
28 

北
海
道
民
に
外
出
自
粛
要
請　

知
事
が

「
緊
急
事
態
宣
言
」

2
・
29 

全
国
各
地
の
店
頭
で
ト
イ
レ
紙
と
テ
ィ

ッ
シ
ュ
が
品
薄　

3
・
1 

東
京
マ
ラ
ソ
ン
大
迫
傑
選
手
が
２
時
間

５
分
29
秒
の
日
本
新
記
録

3
・
2 

臨
時
休
校
で
働
く
親
の
収
入
を
補
償　

厚
労
省
が
有
休
制
度
条
件
に
企
業
助
成

3
・
3 

公
職
選
挙
法
違
反
で
河
井
議
員
夫
妻
の

秘
書
3
人
を
逮
捕　

3
・
4 

東
京
都
が
お
花
見
宴
会
の
自
粛
を
要
請

 

「
長
時
間
飲
食
は
リ
ス
ク
」

3
・
5 

中
国 

習
近
平
主
席
４
月
の
来
日
を
延
期

日
中
が
新
型
肺
炎
対
応
優
先
へ

3
・
6 

東
日
本
大
震
災
追
悼
式
の
中
止
を
決　

3
・
7 

米
沖
ク
ル
ー
ズ
船
で
21
人
感
染　

３
５

０
０
人
全
員
検
査
へ

3
・
8 

大
相
撲
春
場
所
が
異
例
の
無
観
客
開
催

で
静
か
な
開
幕

3
・
9 

中
国
と
韓
国
か
ら
の
入
国
を
大
幅
に
制

限
す
る
措
置
開
始

3
・
10 

新
型
コ
ロ
ナ
特
措
法
案
を
閣
議
決
定　

「
緊
急
事
態
宣
言
」
可
能
に

3
・
11 

セ
ン
バ
ツ
高
校
野
球 

開
催
中
止
に 

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
受
け 

3
・
12 

Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
（
世
界
的

大
流
行
）
」
と
表
明　

感
染
12
万
人　

早
期
終
息
見
通
せ
ず

3
・
13 

ギ
リ
シ
ャ
国
内
の
聖
火
リ
レ
ー
中
止　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
が
影
響
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な ん で も  相 談 コ ー ナ ー

経営等に関するさまざまな相談を受け付けております。　TEL. 03（3805)7555 まで

●石井 泰幸 氏
　税理士

●金丸 大二 氏
　特定社会保険労務士
　就業規則、給与計算等

●北山 克己 氏
　建築物環境衛生管理技術者
　ビルクリーニング技能士
　ビル清掃、病院清掃など清掃全般

●坂 康夫 氏
　技術士
　経営工学・品質管理

●富永 雄次 氏
　１級電気工事施工管理技士
　建築物環境衛生管理技術者
　１級ビル設備管理技能士
　ビル設備管理業務全般

●中辻 一裕 氏
　中小企業診断士
　POP広告、経営、
　マーケティング・コンサルティング

●西道 隆 氏
　弁護士

■相談員のご紹介（五十音順）

文：相談員　西道　隆

改正債権法が4月1日
から施行されました

　平成 29 年に改正された民法の債権関係に係る改

正債権法は本年 4 月 1 日から施行されました。こ

の改正は会社にも個人にも影響するところが大き

いと思われます。改正事項は消滅時効、法定利率、

保証、債権譲渡など多岐にわたっております。

　ところで、改正債権法の附則には改正法の規定

が適用される範囲を定める経過措置が設けられて

おります。基本的には、施行日（令和 2 年 4 月 1 日）

後に締結された契約や施行日に発生した債権につ

いて改正法が適用されることになります。ここで

は経過措置について実務上留意すべき点について

述べます。

１　契約の更新（自動更新）　改正債権法の施行日

前に締結した契約について、その締結の後に当

事者の合意によって契約が更新された場合、更

新後の契約には改正法（新法）が適用されるこ

とになります。いわゆる自動更新条項（契約期

間が満了する前に両当事者のいずれかが異議を

述べないときは契約またはその期間が自動的に

更新する旨の条項）が規定されている場合につ

いても、施行日後に自動更新された契約につい

ては、改正法（新法）が適用されることになり

ます。

２　基本契約と個別契約　両当事者が継続的に一

定の取引を行う場合、実務上、取引基本契約を締

結して当該取引に関する基本的な契約条件を定め

つつ、個別の取引ごとに異なる条件については個

別契約で定めることがあります。改正法の施行日

前に取引基本契約が締結され、それに基づく個別

契約が施行日後に締結された場合には、取引基本

契約そのものについては改正法（新法）の適用対

象とはならないが、個別契約及びその個別契約に

係る取引について適用される基本条項については

改正法（新法）の適用対象となります。

３　保証債務　改正債権法の施行日前に締結され

た保証契約に係る保証債務には改正法（新法）

は適用されません。

４　消滅時効　改正債権法の施行日前に債権が生

じた場合におけるその債権の消滅時効の期間は

改正前の債権法（旧法）が適用されます。
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日 月 火 水 木 金 土
29 30 31 1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 1 2

4
2020

月 講習会カレンダー
問い合わせ先：協会事務局　03（3805）7555
※講習会情報公開（HP）は、原則2か月前の15日（休日の場合翌営業日）13時頃

◉品質評価法
　講習

◉危険予知訓練
　（KYT）1日講習

◉現任警備員
　業務別教育
　（1号）

◉品質管理入門
コース

◉現任警備員
　業務別教育
　（2号）

◉新任警備員教育（1号）

◉清掃作業従事者研修
　Aコース

◉新任警備員教育（1号）

◉新任警備員教育（1号）

◉設備管理の基礎（新人教育）

◉設備管理の基礎（新人教育）

6月分講習会
情報公開日(HP)

１
．
講
習
会
の
開
催
中
止
、
延
期
に

つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に

伴
い
、
今
後
の
講
習
会
に
つ
い
て
急
遽
中

止
・
延
期
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
ご

ざ
い
ま
す
。

　

そ
の
際
に
は
速
や
か
に
皆
様
に
ご
連
絡

致
し
ま
す
。
事
前
に
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

２
．
講
習
代
金
の
当
日
現
金
払
い
に

つ
い
て

　

５
月
開
催
分
の
講
習
会
よ
り
当
面
の
間
、

講
習
代
金
は
原
則
と
し
て
当
日
現
金
払
い

で
申
し
受
け
ま
す
。

　

支
払
い
時
に
領
収
書
を
お
渡
し
致
し
ま

す
。
当
日
は
お
釣
り
の
無
い
よ
う
ご
用
意

の
上
、
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

※�

事
前
に
お
振
込
を
さ
れ
な
い
よ
う
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

３
．
講
習
会
の
申
込
方
法
に
つ
い
て

　

５
月
講
習
会
で
は
試
験
的
に「
清
掃
」「
設

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
関
わ
る

講
習
会
対
応
に
つ
い
て
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日 月 火 水 木 金 土
26 27 28 29 30 1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

 24 25 26 27 28 29 30

5
2020

月 講習会カレンダー
問い合わせ先：協会事務局　03（3805）7555
※講習会情報公開（HP）は、原則2か月前の15日（休日の場合翌営業日）13時頃

◉現任基本教育
講習

◉建材別スキル
アップ講習

 （床・トイレ）

◉ビルの
　空調調和設備

◉初心者向け
　防火防災の
　基礎

◉品質管理
　推進者コース

◉現任基本教育
講習

◉清掃責任者
　養成講習

◉空調設備の
　自動制御

◉ビルの
　給排水・
　衛生設備

◉貯水槽
　清掃作業
　従事者研修

◉リスク
　アセスメント

講習

◉現任基本教育
講習

◉新任警備員教育（1号）

7月分講習会
情報公開日(HP)

備
管
理
」「
労
務
」「
品
質
管
理
」
の
講
習

会
は
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
申
込
に
よ
り
受
付
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

各
講
習
会
の
ペ
ー
ジ
に
、
そ
れ
ぞ
れ
専

用
申
込
フ
ォ
ー
ム
を
申
込
開
始
時
に
掲
載

い
た
し
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
か
ら
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
従
来
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
お

申
し
込
み
を
希
望
さ
れ
る
方
は
申
込
開
始

後
に
、
当
協
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

４
．
受
講
さ
れ
る
皆
様
へ
の
お
願
い 

●�

咳
や
発
熱
な
ど
の
症
状
が
あ
る
方

は
、
参
加
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

●��

感
染
症
予
防
や
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
の
た

め
、
会
場
に
マ
ス
ク
を
ご
持
参
、
ご

着
用
く
だ
さ
い
。

●��

会
場
で
は
、
手
洗
い
や
消
毒
液
を
使

用
す
る
な
ど
一
般
的
な
感
染
症
対
策

に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　　

な
お
、
体
調
不
良
、
発
熱
な
ど
の
症
状

が
あ
る
方
は
、
日
程
等
の
変
更
も
承
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
連
絡
を
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

※�

当
日
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
返
金
、
日
程
振

替
は
不
可
と
な
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

31
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製品情報募集（掲載料無料）

詳細は当協会事務局（03-3805-7555)　森までご連絡ください

賛助会員の皆様からおすすめ製品の情報を募集いたします。
奮ってご応募ください。

▲

検針業務をAIで効率化『hakaru.ai』
GMOクラウド株式会社  0080-1234-250（通話無料・平日10-18時） https://iot.gmocloud.com/hakaru-ai/

roducts
おすすめ
製      品
コーナー ecommended roducts
スマホで撮るだけ、AIが数値読み取り〜記録まで自動化

※掲載製品の性能等についての説明内容は、当該賛助会員からの情報です。

ハ カ ル 　 エ ー ア イ

スマホで撮るだけ。AI でメーター
検針業務を速く・ラクにする。

・ 検針業務時間を 82% 削減
・ スマートメーターへの交換不要
・ 初期コストを抑えて導入可能

ハカル　エーアイ

古いメーターもそのまま使用できます

回転式メーター 各種アナログ
メーター

水道メーター 各種デジタル
メーター

ビルメンテナンス企業の導入事例や効果の詳細は、GMO クラウド ( 株 ) 公式サイトにてご確認ください。

様々なメーターに対応

特許出願済
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FROM

協
会
か
ら
の

ご
案
内
済
み
一
覧

MAIL

広報委員会　STAFF

■委員長

■

■委員

吉　澤　　幸　夫

奥 出　 隆 之

大 嶋　 直 樹

里 見　 貴 弘

鈴 木　 英 司

中 嶋　 徹 治

広報誌編集小委員会
委員長

広報　第571号

令和2年4月号

電　話　03-3805-7555（代）
ＦＡＸ　03-3805-7550

吉澤　幸夫

公益社団法人
東京ビルメンテナンス協会
〒116-0013
東京都荒川区西日暮里5-12-5　ビルメンテナンス会館

編集・制作：広報委員会

発行人：佐々木浩二
編集人：

編
集
後
記

2
月
20
日

【
協　

会
】

 

・
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
現
場
で
知
っ
ト
ク

　
「
働
き
方
改
革
」
！

 

・
A
I
、
I
o
T
の
設
備
管
理
現
場
で
の
活
用

 

・「
東
京
ビ
ル
メ
ン
お
仕
事
さ
が
し
」

　

 

2
0
2
0
年
度
運
用
に
つ
い
て

3
月
5
日

【
協　

会
】

 

・
広
報
誌
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
東
京
」
（
２
０
２
０
年
3
月
号
）

 

・
令
和
２
年
度 

講
習
会
の
ご
案
内

 

・
職
場
の
「
熱
中
症
」
を
防
ご
う
！

 

・
品
質
管
理
入
門
コ
ー
ス

 

・
第
52
回 

東
京
都
交
響
楽
団
演
奏
会 

     

特
別
招
待
募
集
の
ご
案
内

 

・
第
２
０
３
回 

ゴ
ル
フ
大
会
の
開
催
に
つ
い
て

【
そ
の
他
団
体
】

 

・
求
職
者
情
報

   

（
都
立
城
南
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー 

大
田
校
）

　

夏
目
漱
石
の
「
三
四
郎
」
が
朝
日
新
聞
に
連
載
さ
れ
た

の
が
、
明
治
41
年
（
１
９
０
８
年
）。
そ
の
一
節
で
、
九
州

か
ら
上
京
し
た
主
人
公
が
「
凡
て
の
物
が
破
壊
さ
れ
つ
つ

あ
る
様
に
見
え
る
。
そ
う
し
て
凡
て
の
物
が
又
同
時
に
建

設
さ
れ
つ
つ
あ
る
様
に
見
え
る
」。
日
々
そ
の
姿
を
変
え
る

東
京
の
活
気
に
大
い
に
驚
き
、
か
つ
少
し
気
後
れ
す
る
の

だ
っ
た
と
、
明
治
末
期
の
都
会
の
姿
を
記
し
て
い
る
。
そ

の
56
年
後
の
「
１
９
６
４
年
は
、
東
海
道
新
幹
線
が
開
業

し
、
首
都
高
速
道
路
も
整
い
、
焦
土
か
ら
の
復
興
を
世
界

に
発
信
す
る
東
京
五
輪
の
晴
れ
舞
台
だ
っ
た
。
64
年
度
の

国
の
一
般
会
計
予
算
案
は
３
兆
２
５
５
４
億
３
８
０
０
万

円
。『
み
ん
な
に
い
い
予
算
や
』と
は
、恒
例
の
語
呂
合
わ
せ
。

暮
ら
し
が
豊
か
に
な
る
高
揚
感
が
あ
っ
た
。
当
時
の
田
中

角
栄
蔵
相
は
五
輪
の
Ｐ
Ｒ
も
兼
ね
、『
見
に
こ
い
よ
』
と
し

ゃ
れ
た
。」
そ
の
ま
た
56
年
後
が
今
年
の
五
輪
だ
。
昨
年
の

12
月
20
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
、
今
年
度
の
国
の
一
般
会

計
予
算
案
は
１
０
２
兆
６
５
８
０
億
円
。
規
模
は
30
倍
以

上
に
膨
張
し
た
が
将
来
へ
の
希
望
は
ど
う
だ
ろ
う
。『
増
税

で
膨
ら
ん
だ
の
は
税
収
で
は
な
く
、
政
治
の
要
求
だ
っ
た
』

と
は
日
経
「
春
秋
」
の
解
説
記
事
だ
。「
少
子
高
齢
化
は
急

速
に
進
む
。
成
長
か
衰
退
か
。
難
し
い
四
つ
辻
に
立
つ
が
、

視
界
は
不
良
だ
。
ゴ
ロ
合
わ
せ
を
楽
し
む
気
分
で
は
な
い

が
、
１
０
２
６
５
８
０
の
並
び
に
『
十
字
路
、
い
つ
晴
れ

る
？
』
と
ぼ
や
き
た
く
も
な
る
。」
と
、
さ
ら
に
続
け
て

述
べ
て
い
る
。 

　

令
和
２
年
。
新
し
い
年
を
迎
え
た
途
端
、
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
感
染
が
、
あ
の
忌
ま
わ
し
い
３
．11
の
津
波
の
よ
う

な
勢
い
で
、
世
界
的
な
広
が
り
を
見
せ
、
各
国
で
入
国
制

限
や
移
動
の
制
限
を
か
け
る
動
き
が
相
次
い
で
い
る
。
そ

ん
な
中
、
２
月
28
日
に
２
０
２
０
年
度
予
算
案
が
衆
議
院

を
通
過
し
、
年
度
内
成
立
が
確
定
と
な
っ
た
。
国
家
予
算

成
立
も
大
切
に
は
違
い
な
い
が
、
今
や
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は

な
く
な
っ
た
。 

こ
の
難
局
を
安
倍
政
権
は
ど
う
切
り
抜
け

て
い
く
か
、手
腕
が
問
わ
れ
る
正
念
場
で
あ
る
。「
三
四
郎
」

は
1
1
2
年
後
の
こ
の
ご
時
世
を
ど
う
思
っ
て
い
る
だ
ろ

う
か
？ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

広
報
委
員　

奥
出　

隆
之

　
　

令
和
元
年
12
月
21
日
朝
刊
「
春
秋
」
を
参
照　
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告　知　板 2020.4　Vol.571

公益社団法人　東京ビルメンテナンス協会の

入会希望会社をご紹介ください

TEL.03（3805）7555
■お問い合わせ先
　公益社団法人　東京ビルメンテナンス協会　事務局（担当：森、内山）

当協会にご入会いただくと、同時に全国ＢＭ協会の会員となり、双方のサービスをご利用いただけます。
特典１：公益社団法人の会員であることの証明
特典２：講習会・研修会への受講割引・無料参加
特典３：業務・技術・法令などの業界最新情報の提供

特典４：協会主催催事への参加による会員交流
特典５：ビルメンテナンス会館の施設の利用割引

情報提供、人材育成、交流活動……会員特典あります。

社　　　名 協会登録代表者名 郵便番号 所　　　　　在　　　　　地 電話番号 FAX 番号
（赤色の太字部分が変更になった箇所)

（住所・電話番号・FAX番号変更）

三井物産フォーサイト㈱ 山本　佳弘 100-0011 千代田区内幸町1-1-6　
NTT日比谷ビル3F

6811-2500 6811-2590

（社名変更）

RB工装㈱
（旧社名　
　アール・ビー工装(株)）

合木　啓二郎 1 6 2 - 0 0 5 6 新宿区若松町33-8　
アール・ビル新宿1F

5287 -1571 5287 -1578

（代表者名変更）

農林中金
ファシリティーズ㈱

八木　正展 1 0 0 - 0 0 0 6 千代田区有楽町1-12-1 6256 -0120 5222 -8165

（住所変更）

大和エコテック
ソリューションズ㈱

須藤　信由 125-0063 葛飾区白鳥1-5-10 6231 -2540 6231 -2542

サンビル㈱ 髙松　浩司 102-0074 千代田区九段南4-7-15　
ＪＰＲ市ヶ谷ビル3Ｆ

5215 -7150 5215 -7151

㈱東海管理舎 金井　真治 169-0073 新宿区百人町3-12-14 3371 -0763 3367 -6989

（継続入会）

(株)東京ビル装美 羽鳥　昇 171-0022 豊島区南池袋2-27-17
黒田ビル6F

3985-8291 3985-8660
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